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企
業
誘
致
の
推
進
と
商
工
業
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
南

幌
工
業
団
地
販
売
戦
略
に
基
づ

き
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た

広
告
宣
伝
活
動
を
は
じ
め
、
道

外
企
業
立
地
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

な
ど
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
南
幌
工
業
団
地
企
業

協
議
会
と
の
情
報
交
換
を
始

め
、
金
融
機
関
や
不
動
産
業
と

も
積
極
的
に
情
報
交
流
を
進
め

ま
す
。

商
工
業
事
業
者
へ
の
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中

小
企
業
の
育
成
振
興
等
を
目
的

に
特
別
融
資
制
度
と
小
口
融
資

制
度
を
町
独
自
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
、
融
資
条
件

等
の
理
由
か
ら
「
北
海
道
中
小

企
業
総
合
振
興
資
金
融
資
制

度
」
を
中
心
に
活
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
町
の
２
つ
の
融
資
制

度
を
平
成

年
度
末
で
廃
止
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し
、「
南
幌
町
中
小
企
業
総
合
振

興
資
金
利
子
補
給
制
度
」
に
よ

り
、
今
後
も
中
小
企
業
者
の
負

担
軽
減
を
促
進
し
ま
す
。

商
工
会
運
営
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び

地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
支
援

を
図
る
こ
と
で
地
域
振
興
の
発

展
に
努
め
ま
す
。

子どもたちが「ふるさと南幌」を実感できるまちづくりの実現に向けて

第１回議会定例会で平成28年度の町政執行方針と教育行

政執行方針が述べられ、新年度の南幌町の基本方針が示さ

れました。その要旨と主要事業の予算概要についてお知

らせします。

備
事
業
晩
翠
地
区
ほ
か
４
地
区

の
円
滑
な
事
業
推
進
と
強
靭
な

農
業
経
営
基
盤
を
構
築
で
き
る

よ
う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
加

速
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
・
後
継
者
対

策
と
し
て
は
、
本
町
の
実
状
に

即
し
、
親
元
就
農
な
ど
で
国
の

制
度
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
方

へ
の
給
付
金
支
給
制
度
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
就
農
促
進
事
業
」
な

ど
に
よ
り
、
後
継
者
確
保
と
担

い
手
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
近
年
、
情
報
通
信
技
術
を

農
業
に
転
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
の
高
精
度
な
運
用
に

向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
、
本

町
農
業
の
将
来
世
代
へ
の
発
展

継
承
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
進

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
で
実
施
し
て

い
る
食
育
事
業
を
網
羅
し
、
お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
の
方
へ
、『
農
業
が
も

つ
「
食
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
る
』
と
い
う
本
町
食
育
に
お

け
る
基
本
理
念
の
浸
透
と
健
康

的
な
食
生
活
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
５
ヵ
年

の
期
間
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

「
南
幌
町
食
育
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
食
育
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
経
済
変
動
や
社
会

構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

変
革
期
を
迎
え
、
極
め
て
重
要
な

時
期
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
本
年
度

は
、「
第
５
期
総
合
計
画
」
の
最
終

年
を
迎
え
、
そ
の
計
画
実
現
に
向

け
て
一
層
邁
進
す
る
と
と
も
に
、

平
成

年
度
を
初
年
度
と
し
た
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「
第
６
期
総
合
計
画
」
の
策
定
、

並
び
に
「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
取

り
進
め
ま
す
。

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
私
の
責
務
で
す
。

第
１
「
元
気
づ
く
り
の
ま
ち
」

農
業
振
興
と
地
産
地
消
・
交
流
の

推
進昨

年

月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が

10

大
筋
合
意
に
達
し
た
こ
と
に
よ

り
、
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、

厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

国
で
は
、「
攻
め
の
農
林
水
産

業
へ
の
転
換
」
と
「
経
営
安
定
・

安
定
供
給
の
た
め
の
備
え
」
を

２
本
柱
と
し
て
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
生
産
者
の
不
安
を

払
拭
し
、
農
業
を
成
長
産
業
へ

と
導
く
「
農
政
新
時
代
」
を
前

面
に
掲
げ
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
支
援
策
を
有
効
に
活
用

し
、
農
業
経
営
の
向
上
発
展
に

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、
鋭

意
取
り
組
み
ま
す
。

本
町
は
、
基
幹
作
物
で
あ
る

米
を
中
心
に
小
麦
、
大
豆
、
野

菜
な
ど
、
昨
年
は
、
全
て
の
農

作
物
が
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ

ど
の
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
将
来
に
向
け

て
さ
ら
に
持
続
的
、
安
定
的
な

発
展
を
図
る
た
め
、
良
質
良
食

味
米
の
安
定
生
産
や
新
技
術
の

導
入
に
精
力
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る

土
地
改
良
事
業
は
、
既
に
実
施

し
て
い
る
経
営
体
育
成
基
盤
整
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に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り
の

推
進多

く
の
町
民
が
集
い
、
交
流

の
場
と
な
る
「
商
工
会
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
や
「
農
協
夜
ま
つ

り
」
な
ど
、
町
内
開
催
イ
ベ
ン

ト
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
町
観
光
協
会
を
中
心
に
町

外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
積

極
的
に
出
店
す
る
と
と
も
に
、

南
空
知
４
町
広
域
観
光
連
携
事

業
に
よ
り
、
札
幌
圏
で
開
催
さ

れ
る
物
産
展
な
ど
に
参
加
し
、

町
特
産
品
や
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。

南
幌
温
泉
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
健
康
維
持
管
理
と
体
力
の

増
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

町
民
無
料
入
浴
券
の
配
布
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

み
ど
り
野
団
地
の
販
売
促
進

は
、
北
海
道
及
び
住
宅
供
給
公

社
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る

と
と
も
に
、
三
者
で
構
成
し
て

い
る
「
み
ど
り
野
ワ
ー
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、
一
層
効
果
的
な
施

策
や
事
業
と
な
る
よ
う
協
議
を

進
め
ま
す
。

「
南
幌
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
の

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
子
育

て
世
代
が
定
住
し
た
く
な
る
住

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
住
宅
建
築
費
に
対
す

る
助
成
を
行
い
、
み
ど
り
野
団

地
の
分
譲
並
び
に
定
住
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
へ
の
移
住
を
推

進
す
る
た
め
、
首
都
圏
で
の
北

海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

や
本
町
で
の
日
常
の
暮
ら
し
を

体
験
す
る
移
住
体
験
事
業
を
実

施
し
、
町
の
魅
力
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
知
名
度
向

上
と
移
住
定
住
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

第
２
「
人
づ
く
り
の
ま
ち
」

す
べ
て
の
世
代
が
生
涯
に
わ

た
り
自
ら
学
び
、
学
ん
だ
成
果

を
地
域
で
生
か
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
町
の

教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興

を
図
り
豊
か
な
人
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

少
子
化
・
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
な
ど
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
中
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や

支
え
合
い
の
希
薄
化
に
よ
る
教

育
力
の
低
下
、
家
庭
教
育
の
充

実
の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
子
ど

も
た
ち
の
学
力
・
学
習
意
欲
や

規
範
意
識
、
体
力
・
運
動
能
力

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
成
長
を
見
据
え
な
が

ら
「
確
か
な
学
力
」・「
豊
な
心
」・

「
健
や
か
な
身
体
」
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
て
る
教
育
を
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
実

現
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
教

育
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。国

際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
と
し
て
、
外
国
の
現
地

学
校
で
短
期
留
学
し
、
生
き
た

英
語
力
を
習
得
す
る
「
中
学
生

国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

を
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
、
南
幌
産
米

な
ど
の
使
用
に
よ
る
基
幹
作
物

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保

護
者
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
引

き
続
き
給
食
用
米
を
全
額
町
費

農業振興と地産地消・交流の推進

担い手育成対策事業 9,736千円
毅農業体験婚活ツアー事業 毅若手女性農業者支援

毅４Ｈクラブ活動補助

毅ＧＰＳ利用にかかるＲＴＫ基地局の設置（新規）

毅ふるさと就農促進給付金事業（新規）

毅新規就農支援研修等助成金（新規）など

地産地消活動推進事業 547千円
毅ファーム通信の発行 毅移動直売会の実施

毅朝市・花市の活動支援 毅キャベツキムチ町民還元事業

毅特産品加工事業 毅地産地消コンテスト事業

食育活動推進事業 570千円
毅親子農業体験塾 毅バケツ稲づくり学習

毅地元農産物を利用した料理・加工教室

毅子育て支援米支給

※乳幼児健診等を受診した６ヵ月、 １歳６ヵ月、３歳の乳幼児

に支給

企業誘致の推進と商工業との連携による地域振興

企業誘致推進事業 5,704千円
毅対象業種を絞った積極的な企業誘致訪問活動

毅各種情報媒体を活用した広告宣伝活動の実施

毅道外企業立地フェアへのブース出展によるＰＲ活動（新規）

中小企業資金利子補給事業 3,246千円
毅中小企業総合振興資金利子補給

毅中小企業特別融資資金利子補給

にぎわいのある街づくりの推進

新規子育て世代住宅建築助成事業 20,000千円
人口減少の抑制及び定住の促進並びに活性化を図るため、子育

て世代に限定して住宅建築費を助成
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で
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
へ
の
通
学

に
対
す
る
「
高
校
生
通
学
費
補

助
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

南
幌
高
校
に
つ
い
て
は
、
入

学
者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
将
来
に

向
け
た
進
路
実
現
を
応
援
す
る

た
め
、
資
格
取
得
補
助
を
拡
大

す
る
ほ
か
、
新
た
に
進
学
入
学

金
補
助
、
海
外
研
修
補
助
を
創

設
し
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
開
設
以

来
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
町
民
誰
も
が
、

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社

会
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
学
習

機
会
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
南
幌
町
生
涯
学
習
推
進
基
本

構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る

新
た
な
町
民
プ
ー
ル
は
、
い
よ

い
よ
本
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
町
民
の
体
力
づ
く
り
や

健
康
増
進
を
図
る
た
め
各
種
事

業
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会

の
充
実
や
様
々
な
活
動
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
は
、
人
々
の
創

造
性
や
感
性
を
育
み
、
心
豊
か

な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
り
ま
す
。
文
化
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
各
団
体
と
の
連

携
・
協
力
を
深
め
、
町
民
の
芸

術
・
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

姉
妹
町
交
流
の
推
進

平
成

年
の
姉
妹
町
締
結
以

22

来
７
年
目
を
迎
え
た
、
熊
本
県

多
良
木
町
と
の
交
流
は
、
町
民

が
相
互
に
両
町
を
訪
問
し
交
流

す
る
助
成
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
多
良
木
町
を
訪
問
す
る
な

ど
、
交
流
の
輪
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
児

童
交
流
、
物
産
交
流
を
始
め
、

相
互
の
友
好
親
善
と
理
解
を
深

め
、
一
層
の
交
流
を
図
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

第
３
「
安
心
づ
く
り
の
ま
ち
」

健
康
増
進
対
策
と
子
育
て
支
援

の
推
進

健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保

健
指
導
、
各
種
が
ん
検
診
の
実

施
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防

を
図
り
ま
す
。

特
に
、
各
種
が
ん
検
診
は
、

受
診
時
の
自
己
負
担
額
を
見
直

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
受

診
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
個
別

勧
奨
等
に
よ
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
特
定

健
康
診
査
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
や

未
受
診
者
へ
の
個
別
勧
奨
を
実

施
し
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
特
定
保
健
指
導
で
は
、

保
有
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
活
用

し
な
が
ら
個
別
指
導
や
集
団
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
向
け
て
、
地
域
支
援

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
実
施
し
、
高
齢
者
が
ボ
ラ

学校教育の推進

新規南幌高等学校支援事業 3,600千円
毅進学入学金補助：大学20万円、短大・専門学校10万円

毅資格取得検定料補助：各種資格の取得に係る検定料を、全額補

助に拡充

毅海外研修補助：３年に一度実施している海外研修の事業費に対

して３分の１を補助

中学生国際留学プログラム事業 5,550千円
国際社会で活躍できる人材を育成するため、外国の現地学校へ

短期留学及びホームステイ

・対象：町内に住所を有する中学生で英語検定３級取得もしくは

ＴＯＥＩＣスコア400点以上 ・期間：14日間

新規スクールバス更新事業（通学バス運営事業）26,800千円
児童生徒の安全な通学手段を確保するため、スクールバスを更

新

給食運営事業 13,680千円
毅米補助事業：南幌産の給食米を町が全額負担

毅調理機器の更新：蒸気回転釜・スチームオーブンコンベクション

社会教育の推進

各種スポーツ・レクリエーション教室等運営事業 2,522千円
町民の健康維持や体力の向上と生涯スポーツの環境整備を図る

ため、各種スポーツ教室等を開催

毅フィットネス教室 毅キッズ水泳教室（新規）

毅町民スイミングスクール（新規）ほか

姉妹町交流の推進

姉妹町交流事業 3,068千円
毅小学生を対象とした児童相互交流 毅物産交流

毅姉妹町交流研修補助金

※町内団体等が実施する姉妹町への研修経費に対して一部助成
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ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
社

会
活
動
を
通
じ
て
健
康
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

い
る
事
業
に
加
え
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
事
業
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

事
業
や
町
民
プ
ー
ル
を
活
用
し

た
水
中
運
動
事
業
を
実
施
し
、

介
護
予
防
に
資
す
る
多
様
な
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
事
業
化
し

た
高
齢
者
等
住
宅
屋
根
雪
下
ろ

し
助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
で
の

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、「
南
幌
町
障
が
い
者
計
画
」

と
「
南
幌
町
障
が
い
福
祉
計
画
」

の
進
捗
状
況
の
管
理
・
評
価
を

行
い
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
支
え
あ
い
、
と
も
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

地
域
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
障
が
い
者
福
祉
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
南
幌
町
障

が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
を
中

心
に
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
の
講
演
会
開
催
や

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
交

流
、
文
化
活
動
の
促
進
支
援
者

と
し
て
期
待
さ
れ
る
手
話
奉
仕

員
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

母
子
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け

て
、
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
子
育

て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
新
た

に
作
成
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
の
相
互
援
助
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

も
、
広
報
誌
等
で
事
業
の
周
知

を
よ
り
一
層
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
健
康
増

進
と
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
を
実
施
し
ま
す
。

せ
わ
ず
き
・
せ
わ
や
き
隊
に

つ
い
て
は
、
隊
員
皆
さ
ん
の
活

動
に
よ
り
、
学
童
の
見
守
り
・

声
か
け
活
動
が
円
滑
に
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
新
規
会
員
の

加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
家
庭
や
ひ
と
り

親
家
庭
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の

行
政
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
民

生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
見
守

り
活
動
や
青
少
年
な
ど
の
更
生

保
護
業
務
を
担
う
保
護
司
活

動
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
を
担

う
人
権
擁
護
委
員
活
動
等
を
引

き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域

福
祉
活
動
の
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

町
立
病
院
の
維
持
と
地
域
の
医

療
連
携
強
化

町
立
病
院
は
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
身
近
な
、

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
機
能

を
基
本
に
病
院
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

医
療
提
供
体
制
は
、
江
別
市

立
病
院
よ
り
院
長
職
を
担
う
医

師
を
含
め
、
２
名
の
常
勤
医
師

の
支
援
を
受
け
ま
す
。
診
療
科

と
し
て
は
外
科
医
師
の
退
職
に

伴
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
内
科

を
２
名
体
制
と
し
て
よ
り
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
科
的
治

療
の
初
期
対
応
を
含
め
、
専
門

医
等
と
適
切
な
連
携
の
う
え
で

対
応
し
ま
す
。
今
後
も
江
別
市

立
病
院
と
よ
り
一
層
の
連
携
・

協
力
体
制
の
も
と
、
安
定
的
な

地
域
医
療
を
確
保
し
ま
す
。

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
入

院
患
者
数
の
減
少
に
伴
い
よ
り

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
体
制
で
持
続
可
能
な
病

院
と
し
て
経
営
の
安
定
化
を
図

り
、
患
者
中
心
の
医
療
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
健
診
業
務

な
ど
の
予
防
医
療
の
取
り
組
み

に
努
め
、
町
民
の
健
康
を
支
え

る
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

健康増進対策と子育て支援の推進

成人保健事業 13,037千円
毅健康教育、健康相談 毅各種がん検診 毅脳検診

高齢者在宅支援事業 4,972千円
毅緊急通報装置設置 毅除雪サービス 毅屋根雪下ろし助成

地域支援事業 13,842千円
高齢者が健康で自立した生活が送れるよう介護予防を推進

毅高齢者イキイキ健康マージャン事業（新規）

毅高齢者元気ハツラツ事業（新規）

毅地域づくりサロン運営補助（新規）

毅介護支援ボランティアポイント事業（新規）

ひとり親家庭等医療費助成事業 4,562千円
乳幼児等医療費助成事業 9,007千円
児童生徒等医療費助成事業 10,457千円

ひとり親家庭等及び乳幼児等医療費助成事業においては、北海

道医療給付事業として、また、児童生徒等医療費助成事業は北海

道医療給付事業の対象とならない小学生（通院のみ）中学生から

高校生等（入院及び通院）の医療費の一部助成を行っているが、

今年度より拡充を行い、小学生以下の医療費について全額助成し、

更なる子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。
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災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進治

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
千

歳
川
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き

千
歳
川
、
旧
夕
張
川
の
堤
防
整

備
及
び
旧
夕
張
川
の
河
道
掘
削

が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
遊

水
地
に
つ
い
て
も
昨
年
に
引
き

続
き
遊
水
地
内
の
掘
削
、
周
囲

堤
の
盛
土
、
樋
門
な
ど
の
工
事

が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
今

後
も
こ
れ
ら
の
整
備
が
一
層
図

ら
れ
る
よ
う
関
係
市
町
と
連
携

し
要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
内
水
排
除
施
設
の
点

検
、
整
備
、
補
修
に
よ
り
施
設

の
機
能
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
普
通
河
川
及
び
幹
線
排
水

路
の
排
水
能
力
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
急

激
な
気
象
変
化
に
伴
う
自
然
災

害
を
想
定
し
、
防
災
機
能
の
強

化
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

へ
の
更
新
工
事
を
行
い
、
加
え

て
、
全
世
帯
に
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
、
緊
急
時
に
迅
速
か
つ

安
定
的
な
情
報
を
伝
達
す
べ

く
、
平
成

年
４
月
の
運
用
開

29

始
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
円

滑
な
応
急
活
動
に
資
す
る
た

め
、
食
料
・
生
活
必
需
品
・
避

難
所
資
機
材
等
の
備
蓄
品
の
整

備
を
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
、
防
災
関

係
機
関
並
び
に
関
係
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
町
民
誰
も
が

参
加
で
き
る
「
南
幌
町
防
災
フ

ェ
ス
タ
」
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
出
向
い
た
防
災
学

習
会
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の

理
解
促
進
等
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
「
減
災
」
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

環
境
づ
く
り
対
策
の
推
進

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
と

連
携
し
、
３
Ｒ
活
動
に
よ
る
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
に
対
応
す

べ
く
定
期
的
な
巡
回
、
啓
発
看

板
等
の
設
置
を
行
う
な
ど
衛
生

的
な
生
活
環
境
の
維
持
を
図
る

た
め
、
南
幌
町
環
境
衛
生
組
合

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
市
４
町
で
構
成
す
る
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
は
焼
却
施
設
建
設

に
向
け
た
候
補
地
を
選
定
し
、

本
年
度
は
建
設
地
決
定
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
の
適
正
な
管
理
を
継
続
し

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
、
農
村

地
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
た
め
合
併
浄
化

槽
設
置
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
長
幌
上
水
道
企
業
団

に
お
い
て
、
本
町
市
街
地
を
中

心
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る

第
２
浄
水
場
は
、
建
築
後

年
35

が
経
過
し
て
お
り
施
設
の
改
修

を
含
め
検
討
を
進
め
ま
す
。

緑
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
緑

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
保
護
の
た
め
、
献
身
的
に
職

務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

救
急
活
動
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
搬
送
が
増
加
し
て
お
り

救
急
車
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
現
有
の
救
急
車
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
更
新

を
行
い
、
高
度
な
救
急
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

ま
た
、
救
急
救
命
士
教
育
訓

練
の
継
続
と
救
急
処
置
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
処
置
を
万

全
に
行
え
る
よ
う
救
急
救
命
士

を
１
名
養
成
し
、
救
急
隊
員
の

育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。

生
活
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
幌
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
を
主
体
と
し
て
、
関
係
機

関
や
地
域
へ
の
情
報
提
供
を
図

り
、
栗
山
警
察
署
と
の
連
携
を

強
化
し
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
の
発
生
・
被
害
の
未
然
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年

度
か
ら
事
件
・
事
故
等
の
抑
止

対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
公
共
事
業

等
か
ら
の
暴
力
団
関
係
事
業
者

の
排
除
を
は
じ
め
、
安
心
・
安

全
な
住
民
生
活
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

災害に備えたまちづくりの推進

新規防犯カメラ設置事業 2,022千円
事件、事故等の抑止対策として防犯カメラを計画的に設置

毅設置場所：役場庁舎、南幌消防バス停前

新規防災行政無線整備事業 539,450千円
毅防災行政無線整備工事施工監理業務委託

毅防災行政無線整備工事

※内訳 同報系無線整備工事（戸別受信機全戸配布含む）

移動系無線整備工事

新規高規格救急自動車更新事業 32,814千円
救急業務の高度化を図るため、高規格救急自動車を更新

環境づくり対策の推進

緑化活動推進事業 2,840千円
町民の環境緑化に対する意識を高め、行政区等が行う町内の植

樹帯、公園、緑地帯等の公共用地の緑化活動に対し助成

新規町公営住宅管理事業 13,824千円
南幌町公営住宅等長寿命化計画に基づく、栄町団地町公営住宅

１棟12戸の給排水等改修工事
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る
た
め
、
都
市
公
園
や
緑
地
帯

な
ど
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
が
自
主
的
に
行
う
緑

化
活
動
に
対
し
花
苗
の
支
給
及

び
支
援
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
住
宅
の
安
全
性
や
耐
久

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
公
営
住
宅
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
長
く

使
い
続
け
る
た
め
の
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
栄
町
団
地
の

給
排
水
設
備
の
改
修
を
年
次
計

画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
推
進
す
る

た
め
、
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
普
及

の
た
め
の
課
題
と
し
て
、「
一
般

家
庭
へ
の
ス
ト
ー
ブ
の
商
品

化
」「
ペ
レ
ッ
ト
の
含
水
率
の
均

は
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や

高
齢
者
の
外
出
促
進
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
国
の
フ
ィ
ー
ダ
ー

系
統
補
助
事
業
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
運
行
経
路
の
見
直
し
や

市
街
地
の
主
要
乗
降
場
所
の
看

板
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
運
行
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
地
域
の
高
齢
化

の
動
向
を
注
視
し
、
民
間
バ
ス

事
業
者
と
も
情
報
交
換
を
行

い
、
将
来
的
な
本
町
の
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
南
幌
町
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

議
論
し
ま
す
。

道
央
圏
連
絡
道
路
の
中
樹
林

道
路
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収

及
び
物
件
補
償
が
ほ
ぼ
終
了

し
、
地
盤
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
工
事
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
長
沼
南
幌
道
路
に
つ
い
て

も
、
用
地
買
収
、
物
件
補
償
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
と

も
一
層
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
関
係
自
治
体
か
ら
な
る
期

成
会
に
よ
る
要
望
活
動
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
町
道
の
維
持
補
修
を

計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、
除

排
雪
体
制
を
整
え
、
安
全
な
道

路
を
確
保
し
生
活
環
境
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

一
性
の
確
保
」「
稲
わ
ら
の
収
集

か
ら
保
管
、
製
造
ラ
イ
ン
の
構

築
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
南

幌
町
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
促
進

協
議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
と

と
も
に
、
北
海
道
及
び
北
海
道

大
学
の
指
導
を
仰
ぎ
、
同
大
学

で
運
営
し
民
間
企
業
も
参
画
す

る
「
循
環
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

シ
ス
テ
ム
分
野
研
究
会
」
か
ら

も
情
報
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
な
ど
、
産
学
官
で
連
携

を
図
り
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

購
入
補
助
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
稲
わ
ら
を
資
源
と
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
対
策
の
推
進

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
幌
町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会
を
中
心
に
栗
山
警
察

署
、
交
通
安
全
関
係
団
体
並
び

に
行
政
区
、
町
内
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動

及
び
啓
発
運
動
を
通
じ
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

の
向
上
に
努
め
、
交
通
事
故
の

減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅
を
目

指
し
ま
す
。

町
民
の
交
通
対
策
と
し
て
運

行
し
て
い
る
町
内
巡
回
バ
ス

第
４
「
信
頼
づ
く
り
の
ま
ち
」

住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

第
５
期
総
合
計
画
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
町
民
と
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、「
地
域
担
当
職
員
制

度
」「
職
員
出
前
講
座
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
私

と
意
見
交
換
で
き
る
「
故
郷
ふ

れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
通

じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
意

見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
と

も
に
議
論
し
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
行
政
区
、
町
内
会
な

ど
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
「
行

政
懇
談
会
」
に
つ
い
て
は
、「
第

６
期
総
合
計
画
」
に
反
映
す
べ

く
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等

を
い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま

す
。

新エネルギーの推進

地域新エネルギー推進事業 1,289千円
毅バイオマス利活用促進協議会の開催

毅ペレットストーブ購入費補助

交通対策の推進

生活路線等交通対策事業 1,793千円
毅町内巡回バス運行による町民の交通確保

週２日（火・木曜日）、１日３便、全便町内全域を運行

毅南幌町地域公共交通活性化協議会の開催

交通安全対策推進事業 5,507千円
毅小中学生等への夜光反射材を配布

毅交通安全推進員・交通安全指導員の設置

毅町内一円での交通安全旗掲揚

毅交通危険箇所対策

毅交通安全運動推進協議会等との連携協力

毅交通安全教育への協力

新規橋梁長寿命化修繕事業 8,150千円
町道に架けられている橋梁を法に基づく点検と、橋梁長寿命化

修繕計画に基づく修繕等
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現
代
の
情
報
化
の
流
れ
の
中

で
重
要
な
役
割
を
担
う
、
南
幌

町
の
顔
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、
昨
年
度
に
開
設
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
サ
イ

ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
活

用
し
、
企
業
誘
致
、
み
ど
り
野

団
地
販
売
、
移
住
、
観
光
な
ど

一
層
の
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に
、
南
幌
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
個
人
町
民
税
の
２
％
を

活
用
し
、
町
民
の
提
案
と
行
政

の
協
働
で
施
策
化
、
事
業
化
す

る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
」「
地
域
交
流
推
進
」
の
３
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
多
く
の

提
案
を
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

す
る
と
と
も
に
制
度
内
容
に
つ

い
て
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。

財
政
基
盤
の
強
化
と
行
政
改
革

の
推
進

町
税
は
、
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
、
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

り
税
収
確
保
は
極
め
て
重
要
で

す
。課

税
に
つ
い
て
は
、
税
負
担

の
公
平
と
公
正
に
基
づ
き
適
正

な
課
税
客
体
の
把
握
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
滞
納
者
を
出
さ
な
い
よ

う
納
期
内
納
付
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
滞
納
者
に
は
生
活

実
態
に
応
じ
て
徴
収
猶
予
や
分

割
納
付
、
不
誠
実
な
滞
納
者
に

は
財
産
等
の
差
押
え
な
ど
滞
納

処
分
を
毅
然
と
し
て
臨
み
、
財

源
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
全
国
各

地
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附
金
を
い

た
だ
き
、
お
返
し
に
農
産
物
を

中
心
と
し
た
本
町
の
特
産
品
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

Ｐ
Ｒ
や
産
業
振
興
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
寄
附
金
は
、
寄
附

を
さ
れ
た
方
の
想
い
を
大
切
に

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
事

業
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
大
幅
な
歳
入

増
加
が
期
待
で
き
な
い
一
方

で
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
、
さ
ら
に
今
後
は
公

共
施
設
の
改
修
等
に
よ
り
投
資

的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
や
資

源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、「
行
財
政
改
革
実
行
計

画
」
に
基
づ
き
持
続
可
能
な
財

政
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
財
政

基
盤
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

広
域
連
携
で
は
、
都
道
府
県

並
び
に
近
隣
市
町
と
の
連
携
し

た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
連
携
の

枠
組
み
を
模
索
し
な
が
ら
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
近
隣
３

町
と
の
連
携
検
討
会
議
で
の
議

論
を
は
じ
め
、
江
別
市
等
関
係

自
治
体
と
の
学
生
地
域
定
着
事

業
の
連
携
、
南
空
知
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
組
合
、
一
部
事
務
組

合
な
ど
と
一
層
の
連
携
強
化
を

進
め
ま
す
。

「
第
６
期
総
合
計
画
」
の
策
定

現
行
の
「
第
５
期
総
合
計
画
」

が
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
平
成

年
29

度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の

38

10

年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
６
期

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
計
画
策
定
審

議
会
の
他
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
な
ど
必
要
な
体
制
を

設
け
、
町
民
各
般
、
各
層
か
ら

広
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
の
意
見
を
伺
う
機
会
を
つ

く
る
な
ど
、
長
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

な
お
、「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
盛
り
込

ん
だ
施
策
や
事
業
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
策
定
に

即
し
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
及
び
「
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住民自治による協働のまちづくりの推進

協働まちづくり推進事業 5,800千円
地域コミュニティの活性化や特色あるまちづくりを目的に、住民

自ら考え行動し汗を流す活動に対し補助金を交付し、協働のまちづ

くり活動を支援

毅まちづくり活動支援事業補助金

財政基盤の強化と行政改革の推進

ふるさと応援寄附事業 30,788千円
全国各地の皆さんから寄付金を募り、お返しに特産品を贈呈する

ことにより、町のＰＲや産業振興につなげる

毅寄付金額に応じて、町の農産物を中心とした特産品を謝礼品とし

て贈呈

第６期総合計画の策定

総合計画策定事業 2,402千円
計画期間が平成28年度までの第５期総合計画にかわる第６期総合

計画を策定するにあたり、計画づくりの基礎となる町民アンケート

調査等を実施
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学
校
教
育
の
推
進

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

習
指
導
要
領
の
理
念
で
あ
る
「
生

き
る
力
」
を
育
て
る
た
め
、
学
校

と
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

燕
確
か
な
学
力
の
向
上

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

お
け
る
本
町
の
児
童
生
徒
の
傾

向
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
学
校
改
善
プ
ラ
ン
等
に
基

づ
く
組
織
的
な
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
道
教
委
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
効
果
的
な

活
用
、
学
習
規
律
の
徹
底
、
言
語

活
動
の
充
実
、
習
熟
度
に
応
じ
た

指
導
の
工
夫
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
含
む
日
常
授
業
の
改
善
、
家

庭
学
習
の
定
着
に
取
り
組
み
ま

す
。外

国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
外
国
語
指
導
助
手
を
小
・

中
学
校
に
派
遣
し
、
基
礎
的
・
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
特

色
あ
る
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、

外
国
の
現
地
学
校
に
お
い
て
、
実

践
的
な
英
語
環
境
の
中
で
短
期

留
学
を
行
う
「
中
学
生
国
際
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
は
、
こ
れ
ま

で
に

名
の
生
徒
を
派
遣
し
ま

10

し
た
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

燕
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の

育
成

「
学
校
で
の
教
育
活
動
す
べ
て

が
道
徳
教
育
で
あ
る
」
と
い
う
考

え
に
基
づ
き
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
、
道
徳
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
の
芽
は
、
ど
の
子
ど
も
に

も
生
じ
得
る
と
い
う
強
い
認
識

に
立
ち
、
常
日
頃
か
ら
い
じ
め
が

起
き
な
い
学
校
経
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
い
じ
め
の
疑
い
が
あ

る
場
合
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
問
題
の
一
番
近

く
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
主
体

的
に
考
え
、
こ
の
問
題
の
根
絶
に

向
け
行
動
す
る
力
を
培
う
こ
と

を
願
い
、
本
年
度
も
「
仲
間
づ
く

り
子
ど
も
会
議
」
を
開
催
し
ま

す
。不

登
校
や
問
題
行
動
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
・
高
校
の
連
携
し

た
実
態
把
握
と
継
続
的
な
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

体
罰
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
一

人
ひ
と
り
が
正
し
く
理
解
し
、
体

罰
を
認
め
な
い
姿
勢
と
起
こ
さ

な
い
た
め
の
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
校
内
研
修
や
個
人
面
談

な
ど
を
通
じ
て
指
導
の
徹
底
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

健
や
か
な
体
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
体
力
づ
く
り

の
「
1
校
1
実
践
」
の
取
り
組
み

や
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は

ん
」
運
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断

等
を
通
し
て
、
そ
の
管
理
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
虫
歯
予
防
に
効

果
の
あ
る
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、「
農

業
が
も
つ
食
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
る
」
と
い
う
本
町
食
育
の
基

本
理
念
の
下
、
給
食
に
お
け
る
地

元
農
産
物
の
活
用
な
ど
、
基
幹
作

物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
南
幌
産
の
給
食
用
米
を

全
額
町
費
負
担
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

燕
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
教

育
活
動
の
充
実

学
校
が
重
点
目
標
の
達
成
状

況
等
に
つ
い
て
評
価
す
る
自
己

評
価
と
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等

が
学
校
の
自
己
評
価
の
結
果
に

つ
い
て
評
価
す
る
学
校
関
係
者

評
価
を
、
実
施
・
公
表
し
て
学
校

運
営
の
改
善
に
生
か
し
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
と
と
も
に
子
ど

も
を
育
て
る
」
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
地
域
が
学
校
の
教
育
活
動
を

応
援
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
向
け
て
、
学
校
及
び
関

係
機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
に
望
ま
し
い
勤
労
観

や
職
業
観
を
育
て
る
た
め
、
総
合

的
な
学
習
や
職
業
体
験
活
動
等

を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
小
・
中
学
校
に
特
別

支
援
教
育
学
習
支
援
員
を
配
置

し
、
普
通
学
級
に
在
籍
す
る
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学

習
や
学
校
生
活
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

燕
教
育
環
境
の
充
実

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
と
防

災
機
能
強
化
対
策
の
改
修
工
事

を
完
了
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
を

確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

『子育て』と『人づくり』を重点にした施策を進めます

教育行政執行方針
教育行政を執行するにあたっての基本的な考え方

本町の豊かな自然を生かした教育環境づくりに努め、「学ぶ力

の育成」、「豊かな心の育成」、「健やかな体の育成」を柱とし、

知・徳・体のバランスのとれた子どもの育成に取り組みます。
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

安
全
、
安
心
な
通
学
の
確
保
に
努

め
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
車
両
を

年
次
計
画
に
基
づ
き
更
新
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
度
「
さ
く
ら

号
」
の
更
新
に
よ
り
全
て
完
了
し

ま
す
。

高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
引
き
続
き

「
高
校
生
通
学
費
補
助
事
業
」
を

実
施
し
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

燕
南
幌
高
校
に
対
す
る
支
援

南
幌
高
校
に
つ
い
て
は
、
入
学

者
が
減
少
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

徒
の
将
来
に
向
け
た
進
路
の
実

現
を
応
援
す
る
た
め
、
生
徒
の
資

格
取
得
補
助
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

新
た
に
進
学
入
学
金
補
助
、
海
外

研
修
補
助
を
創
設
し
、
魅
力
あ
る

高
校
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

燕
姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
児
童

交
流
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
で
７
回
目
を
迎
え
、
こ
の

間
、
多
く
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
児
童
の
み
な
ら
ず
、

家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
の
輪

が
広
が
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
両

町
の
絆
を
一
層
深
め
る
交
流
を

進
め
ま
す
。

２

社
会
教
育
の
推
進

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
核
と

し
て
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を

担
う
人
材
の
育
成
、
社
会
教
育
関

係
団
体
へ
の
活
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
第
２
期
社

会
教
育
中
期
推
進
計
画
の
最
終

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

審
議
会
か
ら
、
新
た
な
計
画
に
つ

い
て
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
第
３

期
社
会
教
育
中
期
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

燕
家
庭
教
育
や
子
育
て
支
援
活
動

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
豊
か

な
情
操
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
家

庭
で
の
取
り
組
み
を
よ
り
効
果

的
に
進
め
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、「
す
く
す
く
広

場
」「
子
育
て
メ
ソ
ッ
ド
」「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
の
事
業
を
通

じ
て
、
子
育
て
支
援
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

燕
青
少
年
教
育

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
」
を
中
心
と
し
た
、
学
び
の
場

や
体
験
の
場
、
生
活
習
慣
の
定
着

を
図
る
取
り
組
み
に
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
多
様
な
学
習
活

動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
や
創
造
性
を
育
む
機
会
の

確
保
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
や
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
、
い
じ

め
防
止
や
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
な
ど

の
青
少
年
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

燕
成
人
教
育

高
齢
社
会
を
迎
え
、
新
た
な
知

識
や
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
学
習
領
域

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」
を

拠
点
と
し
て
、
町
民
が
自
主
的
・

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

講
座
・
教
室
の
開
設
や
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
地
域
の
人
材
の

発
掘
や
養
成
に
努
め
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
に
お
い
て
活
躍
で

き
る
機
会
を
創
出
し
、
町
民
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

燕
芸
術
・
文
化
活
動

文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
文
化

協
会
加
盟
団
体
が
中
心
と
な
り
、

町
民
総
合
文
化
展
や
芸
能
発
表

会
な
ど
多
彩
な
発
表
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
町
民
生
活
に
お
け

る
文
化
的
な
水
準
を
高
め
て
い

く
こ
と
か
ら
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
町
民
が
文
化
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
芸
術
・
文
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
学
校
や
文
化
協
会
と

連
携
し
、
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機

会
や
郷
土
芸
能
に
触
れ
る
機
会

を
拡
充
し
、
文
化
振
興
に
努
め
ま

す
。

燕
ス
ポ
ー
ツ
活
動

高
齢
社
会
を
迎
え
、
町
民
の
健

康
に
対
す
る
関
心
も
益
々
高
ま

り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
年
齢
・

体
力
・
技
術
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
体
力
づ
く
り
教
室
、
各
種

大
会
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連

携
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
町
民
プ
ー
ル
を
拠
点
と
し

た
、「
水
泳
教
室
」「
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」「
水
泳
大
会
」
な

ど
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
利
用
で
き
る
事
業
を
展
開
し
、

健
康
の
増
進
、
体
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

燕
読
書
活
動

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
読
み
聞
か

せ
や
朝
読
書
な
ど
、
本
と
触
れ
合

う
場
を
提
供
し
、
広
い
視
野
と
豊

か
な
感
性
を
養
う
読
書
習
慣
の

定
着
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図

書
室
に
お
い
て
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
会
」
や
「
一
日
司
書
体
験
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
図
書
検

索
シ
ス
テ
ム
、
夜
間
開
館
な
ど
の

利
用
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
周
知

を
行
な
い
、
町
民
が
親
し
み
を
持

ち
、
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
集

え
る
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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南幌町

増減率平成27年度平成28年度区 分

7.8％52億1,086万円56億1,964万円一 般 会 計

3.0％12億2,070万円12億5,727万円国 民 健 康 保 険特

別

会

計

△3.5％６億5,938万円６億3,660万円病 院 事 業

△24.7％２億8,935万円２億1,775万円下 水 道 事 業

2.7％1,429万円1,467万円農 業 集 落 排 水 事 業

7.6％６億3,908万円６億8,745万円介 護 保 険

△2.0％9,195万円9,011万円後 期 高 齢 者 医 療

4.9％81億2,561万円85億2,349万円計

猿町の貯金(基金) 猿借金残高と返済額の推移

金 額基 金 名

8億7,085万円財 政 調 整 基 金

3億2,947万円減 債 基 金

1,418万円教 育 振 興 基 金

1,330万円地 域 福 祉 振 興 基 金

105万円南幌温泉ハート＆ハート基金

1,066万円中山間ふるさと水と土保全基金

7,407万円ふ る さ と 応 援 基 金

887万円農 業 支 援 対 策 基 金

13億2,245万円計

5.0

10.0

15.0

20.0

0.0 0.0

借
金
残
高

返
済
額

（億円） （億円）

（平成27年度末見込み）

歳出 歳入
議会費

5,554万円 1.0％

返済額 借金残高

H26H19H20H21H22H23H24H25

町税
7億3,196万円 13.0％

地方譲与税
8,000万円 1.4％

地方消費税交付金
1億6,100万円 2.9％

地方交付税
24億2,000万円 43.1％

分担・負担・使用料等
7,293万円 1.3％

国・道支出金
8億7,913万円 15.6％

繰入金
3億2,629万円 5.4％

諸収入
1億2,849万円 2.3％

町債
7億3,480万円 13.1％

その他収入
1億6,504万円 1.9％

総務費
17億7,182万円 31.5％

民生費
8億9,419万円 15.9％

衛生費
5億6,677万円 9.0％

農林水産業費
6億4,007万円 11.4％

商工費
3,090万円 0.6％

土木費
3億6,853万円 6.6％

消防費
2億7,197万円 4.8％

教育費
4億3,972万円 7.3％

公債費
6億6,913万円 11.9％

予備費
100万円 0.0％

猿各会計の予算

猿一般会計予算の内訳

噛

平成28年度予算額 85億2,349万円Nanporo-cho

20.0
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60.0

80.0

100.0

8.4

59.59.88
59.59.66

87.87.44
73.73.8870.70.66

62.62.44
55.55.7749.49.88

59.59.66
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12.5

11.4
10.09.7
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7.1

58.58.44
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南幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）が答申されました

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」に基づき、南幌町における人口動向分析

を行い、将来展望を示す「南幌町人口ビジョン」と、平成27年度か

ら平成31年度までの５ヵ年の政策目標及び施策となる「南幌町ま

ち・ひと・しごと総合戦略」の策定を目的に、昨年６月に町長より

南幌町地方創生推進会議に諮問され、７回にわたり慎重に審議が行

われた結果、２月29日に「南幌町人口ビジョン（案）」及び「南幌

町まち・ひと・しごと総合戦略（案）」により構成される「南幌町

まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」が答申されました。

なお、議会全員協議会において報告・協議を行い、「南幌町まち・

ひと・しごと創生総合戦略」の策定を完了しています。

猿「南幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の全容については、町ホームページ並びに情報コーナー

（役場、あいくる、夕張太ふれあい館）においてご覧いただけます。

猿南幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略の「概要版」を作成しましたので、広報４月号の折り込みを

ご覧ください。

まちづくり課企画情報Ｇ

小学校６年生までの入院・通院に係る医療費を全額助成
住民課医療介護Ｇ

子どもたちの健やかな成長を願って平成28年４月から北海道医療給付事業等の所得制限を廃止し、入

院・通院に係る保険診療分※３の無料化を実施します。ただし、中学生及び高校生については今までどお

り１割負担となります。なお、申請が必要な方については、３月下旬に個別通知しています。

【平成28年３月まで】

【平成28年４月から】

※１ ＩＱおおむね35以下、身障者にあってはおおむね50以下

※２ 18歳以下の児童及び20歳以下の扶養されている者

※３ 食事療養費標準負担額は除きます

自己負担額事業内容

医療費の１割負担
月額上限：入院44,400円・通院12,000円
（住民税非課税世帯、３歳未満児は初診時
一部負担金のみ）

身障１級、２級及び３級の内部障がい
重度心身
障がい者

重度知的障がい者※１

精神障害者保健福祉手帳１級（入院除く）

母子家庭の母又は父子家庭の父の入院ひとり親
家庭等 母子家庭又は父子家庭の子※２の入院・通院

入院：小学校６年生まで・通院：小学校就学前まで乳幼児

医療費の１割負担
月額上限：入院44,400円・通院12,000円

入院：中学生～高校生等・通院：小学生～高校生等児童生徒等

自己負担額事業内容

保険診療分※３を全額助成

身障１級、２級及び３級の内部障がい該当の小学校
６年生まで

重度心身
障がい者

重度知的障がい者※１該当の小学校６年生まで

精神障害者保健福祉手帳１級（入院除く）該当の小
学校６年生まで

医療費の１割負担【所得制限適用】
月額上限：入院44,400円・通院12,000円

母子家庭の母又は父子家庭の父の入院

ひとり親
家庭等

医療費の１割負担又は初診時一部負担金
月額上限：入院44,400円・通院12,000円
ただし、小学校６年生までは保険診療分※３

を全額助成

母子家庭又は父子家庭の子※２の入院・通院

保険診療分※３を全額助成入院・通院：小学校６年生まで乳幼児

医療費の１割負担
月額上限：入院44,400円・通院12,000円

入院・通院：中学生～高校生等児童生徒等
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「南幌町子育て世代住宅建築助成事業」を開始します！
まちづくり課企業誘致Ｇ

町では、平成28年度より子育て世代のマイホームづくりを応援する

ため、「南幌町子育て世代住宅建築助成事業」を開始します。

助成対象となる方は、中学生以下のお子さんがいる世帯または夫婦

ともに年齢が40歳未満の世帯で、転入者は最大200万円、すでに南幌

町民の方は最大100万円の住宅建築費を助成します。

また、北海道住宅供給公社が販売を行っている「南幌ニュータウン

みどり野」の宅地を購入される方がこの助成制度を利用する場合は、

宅地価格が定価から50％割引となるタイアップキャンペーンも同時

に実施されます。

■助成対象者

中学生以下のお子さんがいる世帯または夫婦ともに年齢が40歳未

満の世帯

■対象となる住宅の要件

自己の居住用の住宅で、台所・便所・浴室及び居室を有し、住宅部分の床面積が50㎡以上の新築住宅

（別荘など一時的に使用するもの及び賃貸住宅は除きます）

■助成要件

焔南幌町に５年以上定住する意思を持って住民登録すること

焔助成金の認定申請書の提出後１年以内に住宅を新築すること

焔建築工事完了後、速やかに入居すること

焔町税等を滞納していないこと

焔建築した住宅の所有者であること

焔暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団の構成員でないこと

■事業期間

平成28年度から32年度まで

※各年度の事業予算額に達した時点で受付は終了となります。

■助成金額

※転入者とは、転入日前に１年以上南幌町外に居住していた方のことをいいます。

※みどり野団地とは、北海道住宅供給公社が保有する分譲宅地をいいます。

■みどり野団地限定区画（美園４丁目）に住宅を建築した場合の参考例

注）住宅建築助成金を宅地購入費として置き換えた場合の参考例です

■限定区画以外のみどり野団地に住宅を建築した場合の参考例

※詳しくは、町ホームページの「いな暮らナビ」をご覧ください。

50％割引後の宅地価格
210万円

約80坪の宅地価格
420万円

50％割引後の宅地価格
210万円

掛

掛

助成額区分

200万円みどり野団地限定区画（美園４丁目）

転入者 100万円限定区画以外のみどり野団地

50万円上記以外

100万円みどり野団地限定区画（美園４丁目）

既町民 50万円限定区画以外のみどり野団地

25万円上記以外

なんと外５年で50戸外
最大助成金額

200万円鎧

さらに外みどり野団地
宅地価格が定価から

50％ＯＦＦ鎧

約80坪の宅地価格
420万円

既に町民の方
50万円の建築助成

転入者の方
100万円の建築助成

既に町民の方
100万円の建築助成

転入者の方
200万円の建築助成

実質宅地購入費
10万円

実質宅地購入費
110万円

実質宅地購入費
160万円

実質宅地購入費
110万円掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛
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小２でスノーボード１級取得！

南幌町食育推進計画を策定 産業振興課農政Ｇ

「パブリックコメント（町民の皆さんからご意見）」を募集していましたが、町民等からのご意見がなかっ

たことから、食育推進計画策定委員会での審議を経て次のとおり策定しましたのでお知らせします。

本計画は、食育基本法に基づき「食」の大切さを理解し心身の健康を維持す

ることを目的に、食材への感謝の気持ちを育むことや食べ物を自分で選択して

食事づくりが出来ることなどを目指し、農業体験や地産地消の促進に関する事

業のほか、健康づくりに関する事業に取り組み、計画期間を５年間として策定

しました。

現在の食生活には、朝食を欠食するなどの不規則な食生活、家族とのコミュ

ニケーションをとらずに一人で食事をする孤食、栄養の偏りなどによる肥満や

痩せがもたらす生活習慣病などの様々な問題がみられます。本計画では規則正しい生活リズムをつくる

ために朝食をしっかり摂ってもらうことに重点を置き、おすすめ朝食レシピを紹介しているほか、小・

中学生の朝食摂取率を数値目標として掲げています。

本計画では、実施された事業が計画に掲げる目標に進んでいるのかを定期的に確認するため、

食育推進計画策定委員会にて事業の点検・評価を実施していただき、事業の取り組み内容など

の見直しを行っていきます。

南幌町食育推進計画を策定

小２でスノーボード１級取得！～竹山蓮くん（緑町）～
れん

２月14日に岩見沢市萩の山市民スキー場で行われたスノーボード技能テストで、竹山蓮君が一番難し

いとされる級別の１級を取得しました。

蓮君は小学１年生の時に３級、今年の１月月に２級に２級を取を取得。そして２月に１級の検定をクリアし、８歳と

いう年齢でみごと取得しま得しました。

当日はコースのコンディションディションが悪い中が悪い中でしたが、逆にでしたが、逆に緊緊張しないで滑ることができ、受かったときは

とても嬉しかったそうですす。。

蓮君は、スキーとスノーボードドのの指導員でもあるお父さん指導員でもあるお父さんややお爺さんの影響で、スキーは２歳から、ス

ノーボードは４歳から始めました。練習習熱心でほぼ毎熱心でほぼ毎日日スキスキー場ー場に行き、平日は学校が終わってからナイ

ターへ、休日は朝から家を出て１日中滑っていっているこることともあるそうもあるそうです。

滑るときは、上体を起こすすこと、こと、タターンの際に余計ーンの際に余計な動な動きをしなきをしないこと

などを意識し、お父さんやお爺さんからアドやお爺さんからアドババイスを受けなイスを受けなががら滑って

いるといいます。

また、「スキー場で滑ってい滑っているといろんな人と友るといろんな人と友達達にになれる」と笑顔で

話してくれるる蓮君君には、スキには、スキーー場で出会場で出会った年上の友達がたくさんいる

そうです。す。そそのの中には、なんと66歳も中には、なんと66歳も歳歳の離れたお友達がいるそうで、ス

キー場で会ったた時は一緒に話しな時は一緒に話しなががら滑るのがとても楽しいとのことで

した。

将来は、滑走の技術を極め伝えるデモンストレーターになりたいとい

う蓮君ですが、これからは大会などにも出てさらに腕を磨くそうです。

夢を実現させるためにこれからもがんばってください。

～農業がもつ「食」のすばらしさを伝える～

≪主な食育推進事業≫
親子農業体験、子育て支援米支給、地元農産物を利用した料理教室、健康教育、特定保健指導 など

平成28年度～32年度
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■登校時街頭指導・啓■登校時街頭指導・啓発発

『新入学(園)期の交通安全運動』

○実施期間

４月７日(木)～15日(金)

(土・日曜日を除く７日間)

○実施時間

登校時７時30分～８時15分

(夕張太地区７時20分～８時)

○実施場所

通学路主要交差点１１箇所

■４月７日(木)は旗の■４月７日(木)は旗の波波

国道337号線(南15線)を往来する

車両に対してスピードダウン・安

全運転を呼びかけます。

○日時

４月７日(木)８時30分～

(30分程度)

○場所

中央公園前(国道337号歩道)

■夜はひときわ危険■夜はひときわ危険！！

夜の外出は光らせて安心！

キーホルダー式の夜光反射材を

配布します。(１人２個まで)

○配布期間

４月６日(水)より

(なくなり次第終了)

○配布場所 住民課環境交通Ｇ

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままま皆さんの参加・ご協力をお願いしますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

４月６日(水)から15日(金)まで「春の全国交通安全運動」が展開されます。当協議会では、児童・生４月６日(水)から15日(金)まで「春の全国交通安全運動」が展開されます。当協議会では、児童・生徒徒

の登下校時の交通事故防止のため、この運動期間中に地域のみなさんや各種団体の方々のご協力をいの登下校時の交通事故防止のため、この運動期間中に地域のみなさんや各種団体の方々のご協力をいたた

だき、登校時通学路での交通ルールとマナー指導、走行車両へのスピードダウンの呼びかけを行ってだき、登校時通学路での交通ルールとマナー指導、走行車両へのスピードダウンの呼びかけを行って交交

通安全に対する意識の高揚を図ってまいります通安全に対する意識の高揚を図ってまいります。。

４月１日より町内路線バスがダイヤ改正されま４月１日より町内路線バスがダイヤ改正されますす

『春の全国交通安全運動』が始まります『春の全国交通安全運動』が始まります！！
南幌町交通安全運動推進協議会(事務局：住民課環境交通Ｇ南幌町交通安全運動推進協議会(事務局：住民課環境交通Ｇ))

４月１日からの時刻表につきましては、役場、ビューロー、あいくる、ぽろろ、夕張太ふれあい館に設

置していますので、路線バス利用の際はご確認ください。

まちづくり課企画情報Ｇ

夏ダイヤに変わるため全体的なダイヤ改正となっています。また、高速ゆうばり

号及び栗山号の札幌駅前ターミナルの乗り場が16番から８番乗り場に変更とな

ります。

中央バス

夕鉄バス路線については、国及び北海道の補助を活用し運行していますが、利用

者の減少等により、その補助金を活用した運行が難しくなっています。

このことから効率化、路線の維持を図るため大幅な運行の見直しとなっています。

夕鉄バス

土・日曜日等平日

１時間に１便程度の運行となります。一部ダイヤ改正

19時大谷地発ビューロー行が平日、土・日曜日等ともに変更となっています。

ＪＲバス

土・日曜日等平日

19時発→17時40分発19時発→15時43分発
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ま
ち
づ
く
り
課
企
業
誘
致
Ｇ

南南南南南南南南南南南南南
幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌
ニニニニニニニニニニニニニ
ュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタ
ウウウウウウウウウウウウウ
ンンンンンンンンンンンンン
みみみみみみみみみみみみみ
どどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりり
野野野野野野野野野野野野野
団団団団団団団団団団団団団
地地地地地地地地地地地地地

南
幌
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
み
ど
り
野
団
地
のののののののののののののの

分分分分分分分分分分分分分
譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲
受受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付付
ををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始
ししししししししししししし
ままままままままままままま

分
譲
受
付
を
開
始
し
ま
すすすすすすすすすすすすすす

４
月

日
臥
よ
り
、
平
成

年

16

28

度
み
ど
り
野
団
地
の
宅
地
分
譲

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成

年
度
よ
り
、「
南
幌
町

28

子
育
て
世
代
住
宅
建
築
助
成
事

業
」
と
連
動
し
、
中
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は

夫
婦
と
も
に

歳
未
満
の
世
帯

40

で
み
ど
り
野
団
地
の
宅
地
を
購

入
し
、
新
た
に
住
宅
を
建
築
す
る

方
を
対
象
に
、
土
地
の
価
格
を
定

価
よ
り

％
割
引
と
な
る
キ
ャ

50

ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
期
間
限
定
・
区
域
限
定
割
引
」、

「
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
」、「
地
元

割
引
」
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
ご
利
用
に
よ
り
1

区
画
１
０
０
万
円
台
か
ら
宅
地

を
購
入
で
き
る
お
得
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

猿
み
ど
り
野
団
地
分
譲
概
要

燕
分
譲
受
付

４
月

日
臥
か
ら
先
着
順
随

16

時
受
付

燕
区
画
面
積

１
区
画
平
均
３
１
５
㎡
（
約
95

坪
）

燕
分
譲
価
格

平
均
１
５
、
２
０
０
円
／
㎡

最
多
分
譲
価
格
帯
４
０
０
万

円
台

猿

％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

50
燕
南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建

築
助
成
事
業
を
利
用
し
、
南
幌

町
を
経
由
し
て
、
み
ど
り
野
団

地
の
宅
地
を
購
入
し
、
住
宅
を

建
築
す
る
世
帯

※
各
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

13

く
だ
さ
い
。

猿

％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

30
燕
期
間
限
定
・
区
域
限
定
割
引

６
月

日
牙
ま
で
に
宅
地
分

30

譲
中
の
緑
町
又
は
西
町
区
域

の
区
画
申
込
み

燕
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
割
引

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

18る
ご
家
庭
ま
た
は

歳
以
上

65

の
高
齢
者
が
入
居
・
同
居
す
る

世
帯

燕
地
元
割
引

南
幌
町
民
の
方
ま
た
は
南
幌

町
民
だ
っ
た
方
や
南
幌
町
内

で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
入

居
・
同
居
す
る
世
帯

町
で
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

次
代
を
担
う
中
学
生
を
外
国
に

派
遣
し
、
現
地
学
校
に
お
け
る
短

期
留
学
及
び
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

お
け
る
生
活
体
験
を
通
じ
て
、
生

き
た
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
「
中

学
生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

猿
派
遣
期
間

８
月
上
旬
か
ら

日
間

14

猿
派
遣
場
所

カ
ナ
ダ
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
バ
ン
ク
ー
バ

ー
地
域
）

猿
研
修
内
容

現
地
学
校
で
の
英
語
授
業
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
生
活

体
験

猿
負
担
金

３
０
、
０
０
０
円
（
就
学
援
助

受
給
世
帯
は
免
除
）

猿
応
募
資
格

南
幌
中
学
校
に
在
籍
若
し
く

は
南
幌
町
在
住
の
中
学
生
で
、

申
込
時
に
お
い
て
、
英
語
検
定

３
級
以
上
若
し
く
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
４
０
０
点
以
上

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

猿
応
募
方
法

参
加
申
込
書
を
４
月

日
牙

28

ま
で
に
南
幌
町
教
育
委
員
会

へ
提
出

※
参
加
申
込
書
は
４
月
上
旬
に

南
幌
中
学
校
を
通
じ
て
配
布

す
る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

猿
応
募
先

ぽ
ろ
ろ
生
涯
学
習
課
学
校
教

育
Ｇ
（
緯
３
７
８
～
６
６
２
０
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
校
教
育
Ｇ

中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生
国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際
留留留留留留留留留留留留留
学学学学学学学学学学学学学
プププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロ
グググググググググググググ
ラララララララララララララ

中
学
生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ムムムムムムムムムムムムムム

事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業
ののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施
ににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいい

事
業
の
実
施
に
つ
い
てててててててててててててて

※
各

％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

30
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

猿
そ
の
他
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

燕
複
数
区
画
購
入
割
引

複
数
区
画
同
時
購
入
２
区
画

％
割
引
、
３
区
画

％
割
引

10

20

※

％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

30の
併
用
可
。
併
用
す
る
と
最

大

％
割
引

50

猿
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

燕
原
則
、
南
幌
町
に
在
住
し
て
い

て
宅
地
購
入
者
を
ご
紹
介
い

た
だ
い
た
方
を
対
象
に
「
５
万

円
相
当
の
商
品
券
」
を
贈
呈
し

ま
す
。

猿
お
問
い
合
わ
せ

燕
北
海
道
住
宅
供
給
公
社
販
売

担
当
（
緯
２
８
１
～
３
７
１
２
）

燕
ま
ち
づ
く
り
課
企
業
誘
致
Ｇ

蒲事前スケジュール蒲

・４月下旬…参加に向けての事前説明会

（研修内容やパスポート取得等）

・５月…オリエンテーション

（旅行日程、海外での注意事項等）

・５月～７月…ＡＬＴによる事前英語レッスン

・７月下旬…オリエンテーション

（旅行内容詳細、ホストファミリー決

定等）
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ま
ち
づ
く
り
課
企
画
情
報
Ｇ

『『『『『『『『『『『『『
ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりり
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業
』』』』』』』』』』』』』

『
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
』
のののののののののののののの

実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施
団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体
ををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししし
ままままままままままままま

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすす

町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
課
題

解
決
な
ど
に
取
り
組
む
活
動
を

積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
地
域
お
こ
し

の
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
」
な
ど
、
町
内
の
団
体

（
５
名
以
上
）
が
自
主
的
に
取
り

組
む
公
益
的
で
非
営
利
か
つ
特

色
あ
る
活
動
に
対
し
て
助
成
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
団
体
が
円
滑
な
事
業
推

進
の
た
め
に
町
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
団
体
活
動
事
業
で
あ
っ
て

も
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
新

た
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
る
事
業

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
本
町
か
ら
団
体

運
営
に
関
す
る
補
助
金
を
受
け

て
い
る
団
体
も
要
件
を
満
た
せ

ば
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

猿
申
請
締
切
日

５
月

日
画

20

猿
交
付
要
綱
・
申
請
書
関
係

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必
要

な
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
、

あ
い
く
る
、
夕
張
太
ふ
れ
あ
い

館
）
に
も
関
係
資
料
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

猿
補
助
対
象
経
費

当
該
団
体
が
負
担
す
る
経
費

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
人
件
費
等

の
運
営
経
費
、
慰
労
会
経
費
、
備

品
等
は
除
き
ま
す
。

猿
事
前
相
談

事
業
メ
ニ
ュ
ー
、
補
助
対
象
経

費
、
審
査
会
や
報
告
会
、
役
場
関

係
課
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
希
望
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
説

明
や
確
認
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
前
に

ま
ち
づ
く
り
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

猿
審
査
会
と
報
告
会

申
請
団
体
に
は
、
審
査
会
に
お

い
て
、
事
業
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（
説
明
）
を
し
て
い
た

だ
き
、
採
択
の
可
否
及
び
補
助
金

額
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

原
則
と
し
て
、
審
査
会
を
経
て
正

式
に
事
業
の
採
択
及
び
補
助
金

の
交
付
が
決
定
し
て
か
ら
事
業

開
始
と
な
り
ま
す
。

姉
妹
町
で
あ
る
熊
本
県
多
良

木
町
を
よ
り
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
各
種
団
体
、
家

族
や
会
社
な
ど
で
実
施
す
る
多

良
木
町
へ
の
研
修
旅
行
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

猿
補
助
対
象
者

５
人
以
上
の
南
幌
町
内
の
各

種
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
並
び
に

家
族
ま
た
は
法
人
及
び
会
社
の

う
ち
、
南
幌
町
の
住
民
で
あ
る

方
。（
た
だ
し
、
町
議
会
議
員
は
除

き
ま
す
。）

猿
申
請
方
法

補
助
金
等
交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
研
修
計
画

書
、
研
修
参
加
者
名
簿
を
添
付
し

て
、
研
修
実
施
日
の

日
前
ま
で

30

に
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

猿
補
助
額

研
修
参
加
者
１
人
に
つ
き
１

回
を
限
度
に
２
万
円
で
す
。
た

だ
し

歳
未
満
の
参
加
者
は
１

12

人
に
つ
き
１
万
円
で
す
。

猿
補
助
金
の
請
求
方
法

研
修
が
終
わ
っ
て
か
ら
補
助

金
交
付
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
概
算
払
い
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
概
算
払
申
請
書
に
研
修
参
加

者
名
簿
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

猿
実
績
報
告

補
助
事
業
等
実
績
報
告
書
を
、

研
修
が
終
わ
っ
て
か
ら

日
以

30

内
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

臼
研
修
報
告
書

渦
研
修
参
加
者
名
簿

嘘
研
修
時
の
記
録
写
真
や
資
料

唄
研
修
旅
行
に
要
し
た
領
収
書

な
ど
の
写
し
（
航
空
券
の
半
券
な

ど
）

※
資
料
な
ど
が
無
い
場
合
は
、
多

良
木
町
役
場
企
画
観
光
課
の
受

付
印
、
又
は
施
設
担
当
者
、
面
会

者
の
確
認
印
（
署
名
）
を
押
印
し

た
も
の
や
、
名
刺
な
ど
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
企
画
情
報
Ｇ
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助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金
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さささささささささささささ

ご
活
用
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だ
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いいいいいいいいいいいいいい
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、
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頃
に
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告
会
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予
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し
て
い
ま
す
。

～
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ー
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込
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る
事
業
等

・
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率

分
の
８
以
内
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・
補
助
上
限
額

万
円
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◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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業

良
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ミ
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町
外
団
体
と
の
交
流
や
町
内

で
行
う
交
流
の
推
進
を
目
的
と

し
た
事
業
で
、
文
化
、
教
育
、
福

祉
又
は
ま
ち
づ
く
り
等
に
寄
与

す
る
事
業

・
補
助
率

分
の
５
以
内

10

・
補
助
上
限
額

万
円

30
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子どもの教育に係る経済的負担を軽減するため、高校生の通学費を一部補助しています。忘れずに申

請してください。

ɡ対 象 者 南幌町に住所を有し、自宅から高校に通学する生徒の保護者（町税等の滞納がないこと）

ɡ補 助 額 公共交通機関の定期購入額の２分の１（月額上限１万円）

（公共交通機関にはバス事業者が営む有償スクールバスを含みます。）

ɡ申請方法 申請書に、学生証・通学定期券のコピーをつけて、定期券の有効期間内または購入日から

３ヵ月以内に教育委員会へ提出してください。申請書は教育委員会にあります。※町ホームページか

らもダウンロードできます。（http://www.town.nanporo.hokkaido.jp/kurasi/gakkou/tugakuhi/）

ɡ注意事項

・通学定期券を更新する前にコピーを取っておいてください。（更新時に古い定期券が回収されるため）

・南幌高校への通学については、スクールバスの運行体制の範囲内で乗車が可能です。（届出必要）

ɡお問い合わせ 教育委員会生涯学習課学校教育Ｇ（緯３７８～６６２０）

就学援助とは、子どもを公立小中学校に通学させるうえで、経済的理由によりお困りの町内在住の保

護者の方に、学用品費・給食費・修学旅行費等必要な学費の一部を町で援助する制度です。

４月上旬に学校より保護者の方に申請書をお渡ししますので、就学援助を希望する場合は、申請書を

教育委員会まで提出してください。

なお、認定・否認定の通知は所得等の調査があることから６月下旬頃に送付する予定です。その際、

認定者に対しての就学援助費の支給は４月分にさかのぼって支給します。

ɡ提出期限 ４月28日(木)

ɡ申込・お問い合わせ 教育委員会生涯学習課学校教育Ｇ（緯３７８～６６２０）

なんぽろ温泉を利用される町民の方に、日帰り温泉の無料入浴券を交付します。希望される方は、役

場２階産業振興課商工観光Ｇ窓口までお越しください。

なお、４月１日(金)から８日(金)の期間は役場１階ロビーにて交付します。（土・日曜日除く）

ɡ交付申請

・申請書に入浴券を利用される方（ご家族）の住所、氏名、生年月日の記入

・小学生以上の方を対象に１人１枚（３回分）を交付します。

・代理申請の場合は、申請される方の印鑑をご持参ください

ɡ交付期間 ４月１日(金)～平成29年３月31日(金) ※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

近年、電話で役所や税務署など公的機関の名前を出して信用させ、「お金

が戻ってきます」「還付金を振り込んだので確認してください」などと、言

葉巧みにＡＴＭへ誘導し、操作を指示して気付かぬうちに自分の口座から

詐欺グループの口座へとお金を振り込ませる特殊詐欺の被害が後を絶ち

ません。

また、本町でも今年の２月に電話による特殊詐欺被害が発生しました。

そこで、当協議会で『特殊詐欺防止ステッカー』を作成し、全ご家庭に

広報４月号の折り込みで配布しますので、ご自宅の電話機に設置する等ご

活用ください。

ぽろろ生涯学習課
学校教育Ｇ高校生通学費を補助します概topics ０１

ぽろろ生涯学習課
学校教育Ｇ就学援助費の申請についてtopics ０２

産業振興課
商工観光Ｇなんぽろ温泉ハート＆ハート無料入浴券交付topics ０３

南幌町生活安全推進協議会
（住民課環境交通Ｇ）特殊詐欺防止ステッカーを配布します！topics ０４
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後期高齢者医療の保険料は、２年ごとに保険料率が見直されます。平成28・29年度の新しい保険料率

は、次のとおりです。

ɡ平成28年度の保険料の計算方法

保険料は、全ての被保険者の方にかかります。保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」

と、本人の所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

※この保険料率に基づく平成28年度の保険料額は、現金（または口座振替）で納付の方は７月に、年金

からの天引きの方は10月に「保険料額決定通知書」により個別に通知します。

なお、年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

ɡ保険料の軽減

煙均等割の軽減：所得に応じて、均等割49,809円が以下のとおり軽減となります

平成28年度より２割・５割軽減の範囲が拡大されます。

※軽減は、世帯の被保険者全員と世帯主の所得の合計で判定します。被保険者ではない世帯主の所得も

判定の対象となります。

煙所得割の軽減：被保険者個人の所得で判定します

前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が５割軽減となります。

煙被用者保険の被扶養者だった方の軽減：この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方

は、所得割はかからず均等割が９割軽減になります。

被用者保険とは…

全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険

のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は含まれません。

住民課
医療介護Ｇ

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料率の見直し～

topics ０５

前年度比平成28・29年度均等割額軽減割合所得が次の金額以下の世帯

約200円減4,980円９割軽減33万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

約300円減7,471円8.5割軽減33万円

約800円減24,904円５割軽減33万円＋（26万５千円×世帯の被保険者数）

約1,300円減39,847円２割軽減33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）

＋ ＝
均 等 割

【１人あたりの額】
49,809円

所 得 割

【本人の所得に応じた額】

（平成27年所得－33万円）×10.51％

１年間の保険料
（100円未満切捨て）

《上限額：57万円》

前年度比平成28・29年度年額平成26・27年度年額区分

1,663円減49,809円51,472円均等割（被保険者が等しく負担）

0.01ポイント減10.51％10.52％所得割（被保険者の所得に応じて負担）

変更なし57万円57万円賦課限度額（１年間の保険料の上限額）

広告

生活に密着した地元紙

北 海 道 新 聞
道 新 ス ポ ー ツ
日 本 経 済 新 聞
朝日・日刊スポーツ

緯３７８－２７５５ 胃３７８－３３１０北海道新聞松田販売所

・職種 朝刊配達

・年齢 高校生以上

・休日 週１回

・給与 月28,000円～80,000円
（配達区域によって変動あり）

朝刊配達スタッフ募朝刊配達スタッフ募集集
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平成28年度の粗大ごみの収集が４月より始まります。粗大ごみは、指定袋に入らない大きさのものが

対象となります。詳しくは、広報３月号に折り込みました「平成28年度保存版 ごみの分け方・出し方

のしおり」をご確認いただき、収集日当日の朝８時30分までに指定のごみステーションに出しましょう。

ɡ粗大ごみの多い間違い

猿スキー靴・小型のコンロ・カセットデッキ・掃除機・かさなど、不燃ごみ用指定袋（青色袋）に入る

大きさのものは収集されません。通常の収集日に袋に入れて出してください。

猿粗大ごみは、箱、ダンボール、ビニール袋などに入れたものは収集できませんので、そのままの状態

で出してください。

猿野菜の茎、草花の茎をひもでしばったものは、粗大ごみで収集できませんので、可燃ごみ用指定袋（赤

色袋）に入る大きさに切って、可燃ごみ用指定袋に入れて出してください。

ɡ収集できないごみ

猿車輛部品（バンパー、タイヤ、バッテリー等）、消火器、ドラム缶、スプリング入りマットレス、コン

クリート、ブロックは収集されません。

猿家電製品（テレビ・洗濯機・冷蔵（凍）庫・エアコン）、パソコンは収集できません。

家電リサイクル法に基づき適正に処理してください。

※残されたごみは、出した方が責任を持って持ち帰りましょう概

ɡ収集日程（11月が最後となります）

ɡお問い合わせ 住民課環境交通Ｇまたは南空知公衆衛生組合（緯０１２３～８８～３９００）

ɡ漏水調査

有収率向上の施策として、隠れた水漏れを見つけるために漏水調査を実施します。漏水調査には企業

団が委託した専門調査員（腕章と写真付身分証明書を携帯）が敷地内に立ち入らせていただく場合があ

りますので、ご協力をお願いします。この調査は企業団の費用で実施していますので調査費用及び水道

メーターまでの漏水修理費を請求することはありません。

猿道路内に布設されている水道管及び宅地内にある水道メーターまでの水道管を「音聴棒」という長い

棒を使い、地下の水道管で漏水がないかを聞き分けます。

猿企業団が委託した調査員は、必ず「長幌上水道企業団」と記名された腕章をし、企業団で発行した写

真付き身分証明書を携帯していますので、不審と思われた場合は、掲示をお求めください。

猿実施期間：４月～10月

ɡ水道メーターの取替え

水道メーターの有効期限は法律で８年と定められ、期限の来るメーターは無償で取替えます。長幌上

水道企業団及び企業団から委託された業者が、対象のお宅に連絡のうえ作業を行います。作業中に一時

断水するなど、ご不便をおかけしますがご協力をお願いします。

猿実施期間：５月～12月

住民課
環境交通Ｇ粗大ごみの収集が始まります！topics ０６

長幌上水道企業団
緯０１２３～８２～５７００長幌上水道企業団からのお知らせtopics ０７

第５回第４回第３回第２回第１回収集地区

11月７日

（月）

10月３日

（月）

８月１日

（月）

５月９日

（月）

４月11日

（月）

６区の一部（市街地域）

７区の一部（市街地域）

14区・15区・西町

11月８日

（火）

10月４日

（火）

８月２日

（火）

５月10日

（火）

４月12日

（火）

北町・中央（旧ＨＫハイム）

緑町・東町・美園

11月11日

（金）

10月７日

（金）

８月５日

（金）

５月13日

（金）

４月15日

（金）

三重・青葉・中樹林

６区の一部（市街地域を除く）

７区の一部（市街地域を除く）

８区～13区、稲穂

晩翠工業団地居住地区
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住宅リフォーム助成金事業の受付を開始します。事業概要は広報３月号又は町ホームページをご覧く

ださい。

なお、町資格登録事業者名簿は町のホームページに掲載しています。

ɡ受付期間 ４月４日(月)から４月28日(木) ※土・日曜日、祝日を除く

受付順については、抽選により決定します。

ɡ受付場所 都市整備課窓口⑥番

ɡ受付時間 ８時30分から17時まで

※申込様式は、町のホームぺージよりダウンロードできます。

ɡ申込・お問い合わせ 都市整備課都市施設Ｇ

町では、電話や訪問等によるリフォームの委託・勧誘は一切行いません。不審な勧誘等にはご注意く

ださい。

自立支援医療制度は、心身の障がいを除去・軽減するための医療について医療費の自己負担の一部を

助成する制度です。この制度では、自己負担は原則として１割となり、世帯の所得に応じて負担限度額

が設定されています。（一定の所得を超える方は対象外となります。）制度を利用できる医療機関や対象と

なる障がい、疾患が決められていますので、詳しくはお問い合わせください。

ɡお問い合わせ 保健福祉課福祉障がいＧ（緯３７８～５８８８）

里親とは、親の病気や離婚などさまざまな事情によって家庭で生活することができないお子さんを、

自分の家庭に迎え入れ、愛情とまごころをこめて養育してくださる方のことです。里親には、次のよう

な種別があります。

猿養育里親：保護者のいない児童または保護者に監護させることが不適当であると認められる児童（要

保護児童）を、一時的または継続的にその家庭内に預かり養育する里親。（養育里親研修を

修了した方）

猿専門里親：要保護児童のうち、児童虐待などの行為により心身に有害な影響を受けた児童、非行等の

問題を有する児童及び身体などに障がいのある児童を養育する里親。（養育里親のうち、一

定の資格要件を有し、専門里親研修を修了した方）

猿養子縁組希望里親：養子縁組によって養親になることを希望する里親。

猿親族里親：要保護児童の両親その他児童を現に監護する者が死亡、行方不明、拘禁、疾病による入院

などの状態になったことにより、これらの者による養育が期待できない児童を養育する里

親。（要保護児童の扶養義務者及びその配偶者である親族の方）

里親制度について、もっと詳しく知りたい方、里親を希望される方は、岩見沢児童相談所（緯０１２６～

２２～１１１９）または保健福祉課福祉障がいＧ（緯３７８～５８８８）にご連絡ください。

都市整備課
都市施設Ｇ住宅リフォーム助成金事業の受付開始topics ０８

あいくる保健福祉課
福祉障がいＧ自立支援医療（育成医療・更生医療）についてtopics ０９

肢体不自由、視覚障がい、聴覚・平衡機能障がい、音声・言語・そしゃく機能

障がい、内部障がい など
対象障がい

18歳未満で体に障がいや病気があり、治療を行わないと将来において体に障が

いが残ると認められる児童
育成医療

対象者
身体障がい者手帳をお持ちの18歳以上の方で、手術等の治療により障がいの除

去・軽減などの治療効果が確実に期待できる場合
更生医療

あいくる保健福祉課
福祉障がいＧ里親制度をご存知ですか？topics １０
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高齢者向け臨時福祉給付金は、賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者への支援及び平成28年前

半の個人消費の下支えにも資するよう、低所得の高齢者を対象に実施します。

ɡ支給対象者 平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28年度中に65歳以上になる方

ɡ支 給 額 １人につき 30,000円（支給は１回）

ɡ申 請 方 法

・臨時福祉給付金を受け取るためには、平成27年１月１日時点で住民票がある市町村へ申請が必要で

す。

・申請書は、４月中旬に対象となる可能性がある方に発送する予定です。

・申請書が届いた方でも、給付金の対象とならない場合があります。

・申請書は、住民票上の住所に郵送します。引っ越し等で申請書が届かなかった場合や申請書を紛失

した場合は、お問い合わせください。

ɡ申 請 期 間 ４月15日(金)～７月15日(金) ８時30分～17時 ※土・日曜日、祝日を除く

ɡご持参いただくもの

・申請書

・印鑑

・対象と思われる世帯全員の本人確認書類の写し（保険証・免許証等）

※代理で申請される方は、代理人の本人確認書類の写し

・通帳の写し

（金融機関及び支店名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかるもの）

ɡ給付を装った詐欺にご注意ください！

南幌町がＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いしたり、給付金を支給するために手数料を求める

ことは絶対にありません。

また、ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。

ɡお問い合わせ 保健福祉課福祉障がいＧ（緯３７８～５８８８）

ɡ職 種 正看護師 ２名

ɡ資 格 看護師免許を有し、経験年数２年以上の方

ɡ年 齢 50歳位まで

ɡ採用予定日 随時（協議のうえ）

ɡ勤 務 形 態 ２交代制 日勤：８時30分～17時15分

夜勤：16時45分～翌日９時（月４～５回）

ɡ給 与 南幌町職員の給与に関する条例等による

ɡ応 募 締 切 随時、履歴書と看護師免許証（写）を提出

ɡ選 考 方 法 書類審査、面接

あいくる保健福祉課
福祉障がいＧ確認じゃ！高齢者向け給付金topics １１

町立南幌病院
緯３７８～２１１１町立南幌病院では看護師を募集しますtopics １２

申請じゃ！

確認じゃ！

広告

メイク講座
日 時 ４月27日(水) 10時～12日 時 ４月27日(水) 10時～12時時
定 員 ５定 員 ５名名
参加費 500円(税込・スイーツ＆ドリンクつき参加費 500円(税込・スイーツ＆ドリンクつき))
場 所 喫茶ぷあんさにっ場 所 喫茶ぷあんさにっとと

（南幌町栄町１丁目２－７（南幌町栄町１丁目２－７））
予予 約約 緯緯282811－822－82211（担当：庄司（担当：庄司））

おしゃれな空間で甘いスイーツを食べなが

おしゃれな空間で甘いスイーツを食べながらら

楽しく春メイクでキレイになってみませんか

楽しく春メイクでキレイになってみませんか？？

～春メイク編～

メナード化粧品なんぽろ
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ɡ場所

南幌墓地（元町４丁目４番）

ɡ使用許可要件

・南幌町内に継続して３年以上住所を有している世帯主の方

・町税の滞納等により「南幌町サービス制限条例」の制限対象者となっていない方

ɡ使用料及び管理料

詳細については住民課環境交通Ｇまでお問い合わせください。

※使用料・管理料は、使用許可を受けるときにのみ納めることとなります。

※納骨・改葬・名義変更や墓碑建立についても所定の手続きが必要となりますので、その都度お問い合

わせください。

会社を退職した場合、健康保険の手続きは２通りあるのをご存知ですか？退職を予定されている方は、

保険税や手続きの方法などお気軽にお問い合わせください。

ɡお勤め先での健康保険を継続する場合（任意継続制度）

保険料は標準報酬月額（給料額）により決定

ɡ市町村の国民健康保険に加入する場合

保険税は前年度の所得、加入人数等により決定

※退職後すぐに市町村国保に加入された場合、お勤め中の所得が保険税に反映されるため、任意継続制

度を利用された方が、ご負担が少ないケースが多いようです。

倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）や雇い止めなどによる離職（特定理由離職者）をされ

た方を対象に国民健康保険税が軽減されます。軽減を受けるには申請が必要です。

ɡ対象者

離職日現在65歳未満で、離職の翌日から次の失業給付を受ける方

毅雇用保険の特定受給資格者・特定理由離職者

（雇用保険受給資格者証の離職理由が11・12・21・22・23・31・32・33・34の方）

ɡ軽減額

国民健康保険税は前年度の所得などにより算定されます。前年度の給与所得を30/100とみなして算定

することにより保険税が軽減されます。

ɡ軽減期間

離職の翌日から翌年度末までの期間です。

ɡ手続に必要なもの

雇用保険受給資格者証・被保険者証・個人番号通知カードか個人番号カード・印鑑

住民課
環境交通Ｇ南幌墓地の貸し出しについてtopics １３

計管理料使用料面積

235,000円30,000円205,000円【大】9.72㎡（2.7ｍ×3.6ｍ）

114,000円30,000円84,000円【小】4.00㎡（2.0ｍ×2.0ｍ）

住民課
医療介護Ｇご存知ですか？健康保険の任意継続制度topics １４

～ご注意ください！～

任意継続制度には手続きの期限があります。（全国健康保険協会の場合は退職後20日以内）

期限を過ぎると手続きができなくなりますのでご注意ください。また国民健康保険組合など任意継続制

度のない健康保険もありますので、詳細についてはお勤め先にお問い合わせください。

住民課
医療介護Ｇ

倒産等により離職された方は国民健康保険税が軽
減されます

topics １５
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新しいことに挑戦したい！知識の幅を広げたい！たくさんの人と
交流したい！始めるきっかけは人それぞれです。
ふるさと南幌みらい塾ではみなさんの「やってみたい！」をお手伝
いします。

おいしい珈琲の入れ方 知っておきたい認知症のキホン はじめてのパン作り

南幌の歴史を学ぶ はじめてのソープカービング 農家に学ぶ家庭菜園

年年 間間 登登 録録 でで おお 得得 にに 受受 講講

興味のある講座のみを受講することもできますが、年

間登録すると参加料がお得になります。

登録の特典として、毎回の参加料無料が無料になりま

す。※別途、材料費や保険代がかかる場合がありま

す。

学びたいという意欲があり、町内在住の方であればど

なたでも登録できます。

登録するための試験や資格はありません。

【年会費】1,000円 【申込み】ぽろろ

※年度途中の申込みも可能です。

登登 録録 すす るる にに はは ？？

「いつでも、どこでも、だれでも」をモットーに様々

な講座を開催し、ふるさと南幌でより楽しく充実した

生活を送る学びの場を提供します。知識や教養、趣味

の幅が広がるだけでなく、同じ目的を持つ人が集ま

り、仲間の輪が広がります。

みみ らら いい 塾塾 っっ てて なな にに ？？

講座は４つのコースで構成されています。

【なんぽろ学コース】【スポーツ・健康コース】

【趣味・教養コース】【環境・生活コース】

講座は１つのテーマについて数回シリーズで開催す

るものと１回のみの単発で開催するものがあります。

講講 座座 のの 内内 容容 はは ？？

生涯学習通生涯学習通信信

֙
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参加者募集！
※申込み～ぽろろまで申し込みください。

（緯378～6620）

開講予定の講座
※詳細は、広報にて随時お知らせします。

講座のご案内（下記の他にも、年間を通して多くの講座を企画しています）

ふるさと南幌みらい塾

ちりめんで作ちりめんで作るる
吊るし飾り製吊るし飾り製作作

今年も好評により

「ちりめんで作る

吊るし飾り製作」

を開催します。

小さなお人形など

をたくさん作っ

て、ぜーんぶ吊るしちゃいませんか？

日 時 ５月13日（金）９時30分～12時

６月３日（金）９時30分～12時

７月１日（金）９時30分～12時

場 所 ぽろろ研修室

講 師 新井 ヨシ子・出村 美代子

参加料 塾生／1,500円 一般／1,800円

定 員 20名

申込み ４月20日（水）まで

趣味・教養コース

農家に学ぶ

家庭菜園
農家を訪問し、収穫前

の野菜を見ながらア

ドバイス。

ご自宅の畑の土壌調

査を行い、土づくりの

基本を学ぶ。

【講師】農業経営者

アイヌ文化講座

アイヌの歴史や文化

をシリーズで学びま

す。

【講師】アイヌ文化活

動アドバイザー

【内容】アイヌの歴史

について/アイヌ刺繍

/アイヌ料理などを予

定

はじめての

パン作り
はじめての方でも、自

宅でおいしいパンが

焼けるようになりま

す。

シリーズ開催予定

【講師】ＡＢＣブレッ

ドライセンス保有者

廃油を使ったエコ

石けんづくり
家庭で使った食用油

を石けんにリサイク

ル。環境に優しいエ

コ石けんづくりに挑

戦します。

【講師】ふるさと南幌

みらい塾運営委員

続・おいしい珈琲の淹れ方、刺繍、ヨガ、無

農薬野菜作りなど様々な講座も企画していま

す。

猿生涯学習センター「ぽろろ」 378-6620
猿スポーツセンター 378-3190
猿子育て支援センター 378-2734

LLLLLLLLLLLLLLLLiiiiiiiiiiiiiiiiffffffffffffffffeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllloooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnggggggggggggggggLLLLLLLLLLLLLLLLeeeeeeeeeeeeeeeeaaaaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrrrrrrrrnnnnnnnnnnnnnnnniiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnggggggggggggggggLifelongLearningIIIIIIIIIIIIIIIInnnnnnnnnnnnnnnnffffffffffffffffoooooooooooooooorrrrrrrrrrrrrrrrmmmmmmmmmmmmmmmmaaaaaaaaaaaaaaaattttttttttttttttiiiiiiiiiiiiiiiioooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnInformation
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見学や体験入団を受け入れている少年団もあります。詳細や申込みは記載の連絡先にお問い合わせ下さい。

スポーツ少年団 団員募集！

噛練習日

月・水・金曜日 16:45～19:00

噛練習場所 南幌小学校体育館

噛募集対象 小学校１年生～６年生

噛連絡先 佐藤将

緯090-2876-9488

噛その他 「走る、投げる、飛ぶ」のバランスのとれたス

ポーツです。体験入団・見学は随時受付中。

ミニバスケット

ボール少年団

噛練習日

火・木・金曜日 16:45～19:00

噛練習場所 火・木曜日

生涯学習センター「ぽろろ」

金曜日＝スポーツセンター

噛募集対象 小学校１年生～６年生

噛連絡先 近江孝衛 緯090-8705-4886

噛その他 男女共随時募集しています。

バレーボール
少年団

噛練習日 土曜日 ９:00～12:00

火・金曜日 16:30～19:30

噛練習場所 スポーツセンター

噛募集対象 小学校１年生～中学生

噛連絡先 下地康文 緯378-2315

噛その他 防具は先輩から引継ぎ使用します。

剣道により清く・正しく・たくましい少年を育成。

剣道
少年団

噛練習日 火・木曜日 17:00～

小学 19:00まで 中学 20:00まで

噛練習場所 スポーツセンター

噛募集対象 小学校１年生～中学生

（幼児・高校生も入団可能です）

噛連絡先 浅野茂 緯090-7059-4747

噛その他 小・中一貫指導。武士道精神で人間力を育成。

柔道
クラブ

噛練習日

火・木・金曜日 16:30～18:30

※１・２年生は火・木曜日

噛練習場所 南幌小学校グラウンド

（冬期間は体育館）

噛募集対象 小学校１年生～６年生

噛連絡先 中山淳緯080-2875-3382

噛その他 男女問わず入団可能です。女子団員は現在４

名！体験入団や見学も随時受け付けています。

サッカー
少年団

噛練習日 土・日曜日 ９:00～12:00

火・水・木曜日 16:30～19:00

噛練習場所

生涯学習センター「ぽろろ」野球場

（冬期間はスポーツセンター）

噛募集対象 小学校１年生～６年生

噛連絡先 岩本聖 緯090-8903-0108

三浦裕一 緯090-8272-3777

噛その他 野球を通して忍耐力や感謝の気持ちを養います。

野球
少年団

噛練習日 木曜日 18:30～20:45

噛練習場所 スポーツセンター

噛募集対象 小学校１年生～中学生

（幼児も入団できます）

噛連絡先 大津誠子 緯378-3112

噛その他 「礼に始まり、礼に終わる」 大きな声で気合

いを入れ、心身共に鍛えています。

空手
少年団

噛練習日 水・木曜日 17:00～19:00

噛練習場所 スポーツセンター

噛募集対象 小学校１年生～６年生

噛連絡先 富木孝郎

緯090-9758-3162

噛その他 男女共に団員を募集しています。体験や見学

も随時行っていますので、お気軽にご連絡ください。

バドミントン
少年団

全スポーツ少年団が集まり体験会を実施します。

スポーツ少年団への加入を考えている.

自分にむいているスポーツは何か悩んでいる.

まずは体験！それが大きな夢への第一歩！

対 象 小学生・就学前の幼児

日 時 ４月16日（土）

10時～12時（受付９時30分から）

会 場 スポーツセンターアリーナ

内 容 各スポーツの体験会

持ち物 上靴、動きやすい服装 参加料 無料

申込み 事前申込みは必要ありません

主催・問合せ スポーツ少年団本部

緯378-3190（スポーツセンター）

参加賞も

あるよ
小学生は午後からの
少年団運動会に参加できます
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対 象 町内の就学前の子ども(年長)(定員15名)

時 期 前期５月～９月 水曜日(月２回)
15時30分～16時30分

場 所 スポーツセンター

内 容 基本的な運動(走る漆跳ぶ漆投げる)、

跳び箱、鉄棒、球技 他

指導者 スポーツ指導員

参加料 800円(保険料)

申込み スポーツセンターへお申し込みください。

申込み開始４月５日（火）から

※受付時間は９時～17時（土日祝を除く）

キキキキキキキキキキッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーキッズスポーツツツツツツツツツツツキッズスポーツ

フフフフフフフフフフィィィィィィィィィィッッッッッッッッッットトトトトトトトトトネネネネネネネネネネスススススススススス教教教教教教教教教教フィットネス教室室室室室室室室室室室フィットネス教室
チューブストレッチ＆ヨガ

毎週月曜日 14時～14時45分

エアロ＆ストレッチ

毎週月曜日 19時20分～20時30分

ソフトエアロ＆ストレッチ

毎週水曜日 10時00～11時10分

申込み 不要

持ち物 運動しやすい服装漆タオル漆飲み物

問合せ スポーツセンター

対 象 １歳４ヵ月から就学前まで

日 時 火曜日(月２回)10時00分～11時30分

場 所 ぽろろ、あいくる他

内 容 親子体力づくり、絵本の読み聞かせ、

親子クッキング、消防車見学、バス遠足、

お誕生会、音楽会、クリスマス会 他

※各回の内容は生涯学習カレンダーに掲

載します。

申込み 不要

問合せ ぽろろ

すすすすすすすすすすくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすくくくくくくくくくく広広広広広広広広広広すくすく広場場場場場場場場場場場すくすく広場

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
あそびの達人教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
週末支援テニス教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAANNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAABBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIなんぽろMANABI家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家 小学校

で配布される、

チラシの中に詳細が

記載されています。

５月活動開始!!

ぽろろ図書室で借りた本を、夕張太ふれあい

館の窓口で返却できるようになりました。

ふれあい館の受付時間 ９時～21時
休館日 毎週月曜日及び年末年始(月曜

日が国民の祝日に当たる場合
はその翌日)

本を夕張太ふれあい館で返却
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例年、町民の皆様のご協力により、南幌小学校グ
ラウンドに80匹余りの鯉のぼりを泳がせています。
今年も“なんぽろっ子”に大きな夢とたくましい

成長を願い掲げたいと思いますので、ご都合のつく
方は是非お手伝いをお願いします。親子でのご参
加大歓迎！作業後は、南幌産米のおにぎりで労をね
ぎらいましょう。 ※不要になったこいのぼりがあ
れば、ご寄贈ください。

日 時 ４月16日（土）11時から※雨天順延

場 所 南幌小学校グラウンド

連絡先 鯉のぼり実行委員会代表田中玲子
携帯 090-3899-3384
電話・ファックス 378-2445

南幌の空に勢いよく翔け 鯉のぼり南幌の空に勢いよく翔け 鯉のぼり！！南幌の空に勢いよく翔け 鯉のぼり南幌の空に勢いよく翔け 鯉のぼり！！

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ マママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママ サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロシネマサロ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

日 時 ４月22日（金）13時30分から

場 所 ぽろろ３階 視聴覚室

高倉 健、ト高倉 健、トムム漆漆セレック他セレック他出演出演

野球VSベースボールをコミニカルに描いたス野球VSベースボールをコミニカルに描いたスポポ

ーーツツ漆漆ヒューマヒューマンン漆漆コメディの決定コメディの決定版版外外

興南幌町立学校管理規則の一部を改正する規
則制定いついて

興南幌高等学校支援事業補助金交付要綱の制
定について

興南幌町社会教育審議会委員の委嘱について
提案し、承認されました。

蕎平成28年度学校教職員人事異動について

報告しています。

３月23日牙第３回定例教育委員会 開催結果

こども読書の日、こどもの読書週間

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本111111111111111111111111111111111111111110000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展「大型絵本100展」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

大型絵本の魅力は、普通の絵本３倍もある大大型絵本の魅力は、普通の絵本３倍もある大迫迫

力な絵です。この絵本の魅力を多くの方に知っ力な絵です。この絵本の魅力を多くの方に知ってて

もらうために、展示会を開催しますもらうために、展示会を開催します。。

※４月22日(金)～５月13日(金)までの間、レフ※４月22日(金)～５月13日(金)までの間、レファァ

レンスルームの一般利用ができなくなります。レンスルームの一般利用ができなくなります。ごご

了承ください了承ください。。

日 時 ４月23日(土月23日(土))10時20分～11時2010時20分～11時20分分

場 所 改善センター１階研修室１

演 目 捌エプロンシアター(ももたろう)

捌パネルシアター（やおやのおみせ）

捌テーブルシアター(へんしんどろぼう)

捌ペープサート(おばけの目)

出 演 南幌町読み聞かせサークル

※大型絵本の読み聞かせを行います。

約３倍の大きさの大型絵本葛

上映作品：ミスター漆ベースボール

期 間 ４月23日(土)～５月12日(木月23日(土)～５月12日(木))

10時～17時(10時～17時(火火漆漆金曜日は20時まで金曜日は20時まで))

※月曜日は休※月曜日は休館館

場 所 ぽろろ図書室



ぽろろ図書室夜間開館ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館
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ふわふわランド 支
支援室で好きな遊び

ｿﾌﾄｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
10:00～11:10

【子どもの日】
時間：10：00～11：30
※予約は必要あり
ませんので直接お
越しください。

子育て
支援センター

【南幌いちい保育園】

緯378～2734

予約の必要はあり

ません。お気軽に

お越しください。

午前のメニューの

時間は全て

10:00～11:30です

月曜日～金曜日
８：30～11：30
15：30～17：30

赤ちゃんサロン支
コーナー遊び

ｿﾌﾄｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
10:00～11:10

ｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
19:20～20:30

ﾏﾏのﾘﾌﾚｯｼｭﾀｲﾑ支
おしゃべりタイム

ふわふわランド 支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド 支
小麦粉粘土

ふわふわランド 支
ボール遊び

赤ちゃんサロン支
足型でこいのぼりを
作ろう

ふわふわランド支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド 支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド 支
サーキット遊び

ふわふわランド支
支援室で好きな遊び

赤ちゃんサロン支
赤ちゃんと遊ぼう
【町作業療法士】

ﾏﾏのﾘﾌﾚｯｼｭﾀｲﾑ支
紙バック作り
【託児あります】

ふわふわランド支
支援室で好きな遊び

スマイルランドふ

ふわふわランド 支
支援室で好きな遊び

赤ちゃんサロン支
笑いヨガ
【講師：松川敦子氏】

ふわふわランド支
手作りおもちゃ

ふわふわランド 支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド 支
クレヨン遊び

ふわふわランド支
子どもの日

昭和の日

ﾁｭーﾌ゙ｽﾄﾚｯﾁス
14:00～14:45

ｿﾌﾄｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
10:00～11:10

ﾖｶ゙運動 ス
14:00～14:45

ｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
19:20～20:30

すくすく広場 ぽ
【開講式・運動】
10:00～11:30

ｿﾌﾄｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
10:00～11:10

ｽﾎ゚ーﾂ少年団本部
フェスティバルス
10:00～15:00

子ども読書週間
春のおはなし会改
10:20～11:20

ﾁｭーﾌ゙ｽﾄﾚｯﾁス
14:00～14:45

ｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
19:20～20:30

ｿﾌﾄｴｱﾛ＆ｽﾄﾚｯﾁス
10:00～11:10

ﾌ゙ｯｸｽﾀーﾄ・
子育てﾒｿｯﾄあ

９:30～11:30

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ今月のワンショットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

子ども会冬のﾘーﾀ゙ーｷｬﾝﾌ゚
２月20日(土)､21日(日)

芸能発表会 改
３月６日(日)

小漆中学校入学式 高等学校入学式

養護学校入学式

折り紙展ぽ
５月８日まで

大型絵本展 ぽ
５月12日まで

ｼﾈﾏｻﾛﾝぽ
13:30～15:00
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毎年恒例の冬の運動会が開催されました ～南幌みどり野幼稚園～

平
成
28年

２
月
23日

（
火
）

平
成
28年

３
月
４
日
（
金
）

平
成
2
8
年
２
月
１
６
日
（
火
）

地域の福祉を語ろう会 ～緑町町内会～

南幌産の野菜で創意工夫あふれる作品が誕生！ ～南幌町地産地消コンテスト～

緑町コミュニティセンターで地域の福祉を語ろう会を開催しました。緑町町内会から35名

の方に参加していただき、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健康で自分らしい生活を送

るにはどうしたらよいかを、語り合いました。「普段から隣近所のおつきあいって大事だね」

「友達や仲間を作るためにも老人会って良い活動だね」「子ども会と老人会の交流から町内に

広がっていくと良いね」等たくさんの意見が出され、楽しい話し合いの場となりました。

南幌みどり野幼稚園で毎年恒例の冬の運動会が開催されました、園児たちはスキーリレーな

どを行い、友達の声援を受け精一杯競技に取り組みました。

最後は、保護者の方も交じってのフォークダンスを行い、みんな笑顔で冬の催しを精一杯楽

しみました。

小学生を対象に実施した「南幌町地産地消コンテスト」で創意工夫あふれる応募作品38点の

中から入賞した10点の作品に対する表彰式が南幌小学校で行われました。

この事業は、地元農産物の理解関心を深め、地産地消促進を図るため、町内で採れるキャベ

ツやブロッコリーなどの野菜を使った料理をモチーフにした絵を募集するものです。

今回受賞された作品は町ホームページに掲載しています。

最優秀賞 ２年 白倉 唄

優 秀 賞 ６年 菅原理人

３年 谷川力仁

佳 作 賞 ３年 林田伊颯

２年 坂本采嶺 女川 藍

堀 裕翔 鹿内海羽

アイデア賞 ２年 橋本侑依

デザイン賞 ３年 三浦 和
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平
成
28年

３
月

平
成
28年

２
月
27日

（
土
）

平
成
2
8
年
３
月
８
日
（
火
）

華麗な切り紙に園児たちも夢中になりました ～南幌みどり野幼稚園～

自分で作れば なお美味しい 親子で手打ちうどん２ ～あそびの達人特別教室～

南幌みどり野幼稚園で今春卒園する園児とのお別れ会に、道内出身で札幌在住の切り紙芸人

ＫＩＲＩＧＡＭＩＳＴ千陽さんが登場しました。

紙とはさみから作り出される独創的な作品と世界観に園児たちも興味津々。当日は、「宝船」

や人気の「ジバニャン」「ピカチュウ」などが披露され、園児たちの思い出に残るお別れ会と

なりました。

ＪＡなんぽろから町内産の小麦粉「きたほなみ」の提供を受けて、生涯学習サポーターから

教わる親子手打ちうどん教室が、ぽろろの調理室で行われました。ＪＡなんぽろ農業振興課

の本間雄斗さんから、「小麦の品種・小麦粉の種類・小麦を原料とした食べ物」などについて

教わった後、茹でたてうどんを試食しました。

夕張太老人クラブ「喜楽会」の石﨑恒子さんは今年で白寿を迎えますが、老人会の旅行やス

ポーツ交流会などの行事にも参加する元気で健康的なおばあちゃんです。

ゲートボールが大好きだという石﨑さん。60歳から始めたとのことでしたが、「最初は下手

だったけど、面白味がでてきた」と現在まで続けられているそう

です。外で動いているのが好きだという石﨑さんは「夏は草取り、

今はゲートボールなど楽しみながら運動する」ということ、また、

「ゲートボールはチーム戦で如何に相

手に勝つか頭を使って考えながら動

くから」と認知症にもならず元気でい

られるんじゃないかと笑顔で話して

いました。

これからも、大好きなゲートボールを

続けて、いつまでも元気で健康でいて

ください。

いつまでも元気で楽しく過ごしてください ～石﨑
いしざき

恒子さん（11区）～
つねこ
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平
成
28年

３
月
12日

・
19日

一期一会 無限の絆 ～南幌小・中学校卒業式～

南幌中学校卒業生79名

南幌小学校卒業生49名
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２
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社
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２
月
）

（
青

葉
）清
水
春
樹
様

堺
と
き
い
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６
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）
山
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美
様

（

区
）
木
村
修
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14
（
中

央
）青
柳
至
宜
様

か
ら
平
成

年
４
月
1
日
ま
で
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に
生
ま
れ
た
者
。

採
用
予
定
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Ａ
区
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男
１
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猿
Ｂ
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０
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・
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敬
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２
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２
・
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催
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帳

る
者

茨
大
学
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
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３
月
ま
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に
大

29

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

芋
人
事
院
が
茨
に
掲
げ
る
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と

同
等
の
資
格
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５
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日
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発
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６
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日
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時
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第
２
次
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年
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平
成
７
年
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１
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生
ま

れ
の
者
猿
平
成
７
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

募

集

［－187］（－７）７，９３９人人 口

［－ 87］(－６)３,７７０人男

［－100］（－１)４,１６９人女

［－ ８］(－３）３,４５３戸世帯数

３月１日現在

（ ）は前月比 、［ ］は前年比

人のうごき

広 告

ご要望に合わせご要望に合わせたた
御葬儀をまごこ御葬儀をまごころろ
こめてこめて……
―ご相談ください―

セレモニー丸田セレモニー丸田
緯０９０-１６４２-９９９５

３月15日現在

降雪量

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：333333333333333333333333333333333666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666ccccccccccccccccccccccccccccccccc今年：366cmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：333333333333333333333333333333333999999999999999999999999999999999111111111111111111111111111111111ccccccccccccccccccccccccccccccccc昨年：391cmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

※昨年の総降雪量
539cm
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送
ら
れ
て
く
る
問
診
票
な
ど
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ほ
か
個
別
に
必
要
と
な

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

③
健
診
結
果
を
受
け
取
る

健
診
結
果
に
応
じ
て
、
保
健
師

や
栄
養
士
の
保
健
指
導
が
あ
り

ま
す
。
次
回
の
健
診
ま
で
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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固
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等
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平
成

年
度
固
定
資
産
税
に

28

係
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が

記
載
さ
れ
た
課
税
台
帳
と
縦
覧

帳
簿
を
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
期
間
、
１
階
税
務
課
窓

口
で
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
役
場
に
お
越
し
の
際
は

税
務
課
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

猿
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

土
地
、
家
屋
の
評
価
額
や
税
額

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
所

有
者
本
人
や
同
世
帯
の
方
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
課
税
台
帳
は
１
年

を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
縦
覧
期
間
が
終
わ
る
と
閲

覧
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

猿
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
有
者
の
氏
名
や
税
額
は
記

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
南
幌
町

に
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、
所
在

す
る
地
番
が
分
か
れ
ば
他
の
土

地
や
家
屋
に
つ
い
て
も
評
価
額

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
己
資
産

と
の
比
較
が
で
き
ま
す
。

問

税
務
課
課
税
Ｇ

エエエエエエエエエエエエ
キキキキキキキキキキキキ
ノノノノノノノノノノノノ
ココココココココココココ
ッッッッッッッッッッッッ
クククククククククククク
スススススススススススス
検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診
のののののののののののの
実実実実実実実実実実実実

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
の
実
施施施施施施施施施施施施施

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫
が

肝
臓
に
寄
生
し
て
お
こ
る
病
気

で
す
。
虫
卵
が
つ
い
た
山
菜
や

沢
水
、
手
指
か
ら
感
染
し
ま
す
。

感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
症
状
が

あ
ら
わ
れ
ず
、
数
年
か
ら

数
年

10

の
間
潜
伏
し
て
、
し
だ
い
に
肝
機

能
障
害
に
よ
る
疲
れ
や
す
さ
や

黄
疸
な
ど
の
症
状
が
現
れ
命
に

か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
菜
を
採
り
に
行
く
方
、
沢
水

を
飲
む
方
、
キ
ツ
ネ
に
触
っ
た
こ

と
の
あ
る
方
や
犬
を
飼
っ
て
い

る
方
な
ど
感
染
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
方
は
、
５
年
に
１
度
積
極
的

に
検
診
（
血
液
検
査
）
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

所

町
立
南
幌
病
院

日

病
院
診
療
日
の
診
療
時
間
内

（
申
込
み
不
要
）

対

小
学
校
３
年
生
以
上
の
方

￥

１
，
０
０
０
円

問

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度
もももももももももももも
特特特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定定定
健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診

平
成

年
度
も
特
定
健
康
診
査査査査査査査査査査査査査

22222222222288888888888828
特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
で

す
。
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
し
、
予
防
し
て
い
く
た
め
に
年

に
１
度
の
特
定
健
診
で
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

対

猿

～

歳
の
方
（
南
幌
町

40

74

国
保
は

～

歳
の
方
も
対
象

30

39

者
に
し
て
い
ま
す
）

猿
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

て
い
る
方
（

～

歳
の
一
定
の

65

74

障
が
い
が
あ
る
方
ま
た
は

歳
75

以
上
の
方
）

受
け
方

①
予
約
す
る

加
入
す
る
医
療
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
、
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組

合
等
）
か
ら
１
年
に
１
回
健
診
案

内
が
届
き
、
健
診
日
程
や
受
診
会

場
、
健
診
機
関
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
南
幌
町
国
保
加
入
の
方
は
、
５

月
上
旬
に
健
診
日
程
の
ご
案
内

と
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

②
受
診
す
る

健
診
予
約
当
日
は
、「
医
療
保

険
証
」「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

「
健
診
料
金
」
と
健
診
機
関
か
ら

暮

ら

し

日本赤十字社北海道支部

南幌町分区

5,500,006円

東日本大震災義援金３月５日現在

平成29年３月末まで義援金を受付けています

ご協力ください「緑の募金ご協力ください「緑の募金」」

産業振興課農政Ｇ

猿日 時 ５月10日(火)8時30分～17時

猿参加費 大人2,500円 小人1,285円

（入場料・昼食料含む）

猿申込み ４月４日(月)～４月20日(水)

猿定 員 ５名（先着順）

南空知ふるさと市町村圏組合では、南空知９市町の施設見学や温泉入浴などを盛り込んだバスツアー

を行います。意外と知らなかった身近なまちの魅力を再発見してみませんか。

見学場所

東明公園（美唄市）、三笠市立博物館（三笠市）、コテージ

ガーデン（月形町）、道の駅（三笠市）、ゴルフ５カントリ

ー内レストラン（美唄市）、天然温泉太古の湯（三笠市）

まちづくり課企画情報Ｇ南空知の春と食の満喫ツアー

４月18日から５月31日まで｢緑の募金運動｣が募金運動｣が実施実施されま

す。この募金は国や道、本町の花壇造成等の緑化推進事成等の緑化推進事業に

活用されます。より良い環境緑化のために、町民皆さん町民皆さんのご

協力をお願いします。



０４なんぽろくらしの情報

猿猿なんぽろくらしの情報の見方猿猿

日＝日時 所 ＝場所 内＝内容 対 ＝対象 定＝定員

必＝必要な物 ￥＝費用 申 ＝申し込み 問 ＝お問い合わせ

3333333333355555555555 NANPORO２０１６.４

蚊
～
４
月

日
蚊

17

内

猿
危
険
物
取
扱
者
：
甲
種
、
乙

種
、
丙
種
猿
消
防
設
備
士
…
甲
種
、

乙
種

問

消
防
南
幌
支
署

広 告

相談時間 13時～16時（１回30分程度）※要予約

弁護士による無料法律相談会（４月）

緯０１２３～８２～５０４０長沼町社会福祉協議会１日

緯０１２３～８２～２１６７由仁町社会福祉協議会８日

緯０１２３～７２～１３２２栗山町社会福祉協議会15日

緯３７８～２０８８南幌町社会福祉協議会22日

な
る
方
は

歳
の
誕
生
月
）
か
ら

20

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
、
手
続
き

は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。
平

成

年
度
の
申
請
は
４
月
か
ら

28
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

問

岩
見
沢
年
金
事
務
所
（
緯
０

１
２
６
～
２
２
～
５
８
０
４
）
ま

た
は
住
民
課
戸
籍
年
金
Ｇ

「「「「「「「「「「「「
ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
」」」」」」」」」」」」のののののののののののの
無無無無無無無無無無無無
償償償償償償償償償償償償
貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
出出出出出出出出出出出出

「
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」の
無
償
貸
出

本
町
の
特
産
品
で
あ
る
お
米

か
ら
パ
ン
が
作
れ
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｎ
（
ゴ
パ
ン
）」
を
町
民
の
方
へ

無
償
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
又

は
町
内
の
団
体
等

貸
出
期
間

原
則
２
週
間
以
内

貸
出
台
数

２
台
（
申
請
者
が
多

数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
）
※
貸
出
は
１

台
ま
で
と
し
ま
す
。

問

産
業
振
興
課
農
政
Ｇ

危危危危危危危危危危危危
険険険険険険険険険険険険
物物物物物物物物物物物物
取取取取取取取取取取取取
扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱
者者者者者者者者者者者者
・・・・・・・・・・・・
消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防
設設設設設設設設設設設設
備備備備備備備備備備備備
士士士士士士士士士士士士
試試試試試試試試試試試試

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
試
験験験験験験験験験験験験験

試
験
日
５
月

日
蚊
ま
で

29

申

猿
書
面
…
４
月

日
我
～
４

13

月

日
我
猿
電
子
…
４
月

日

20

10

そ
の
他

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
毎

年
度
、
町
よ
り
許
可
を
受
け
た
地

元
猟
友
会
の
方
々
が
町
内
全
域

（
市
街
地
域
及
び
一
部
地
域
を
除

く
）
に
お
い
て
鳥
獣
の
駆
除
活
動

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
耕
作
地
や
納
屋
内
な
ど

で
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問

産
業
振
興
課
農
政
Ｇ

国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金
のののののののののののの
手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続
きききききききききききき
をををををををををををを
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれ
ずずずずずずずずずずずず

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
ににににににににににににに

日
本
に
住
所
の
あ
る

歳
以

20

上

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金

60
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

歳
に
な
っ
た
と
き
や
会

20

社
等
を
退
職
し
た
と
き
、
ま
た
は

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と

き
に
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

万
一
手
続
き
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
受
給
す
る
年
金
額
が
減

っ
た
り
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
で
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
学
生
納
付
特
例
の
承
認

期
間
は
４
月
（
期
間
内
に

歳
に

20

合合合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併併併
処処処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理理理
浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄
化化化化化化化化化化化化
槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽
設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置
整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事事事事事事事事事事事事事

業業業業業業業業業業業業
のののののののののののの
申申申申申申申申申申申申
込込込込込込込込込込込込
受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付
開開開開開開開開開開開開

業
の
申
込
受
付
開
始始始始始始始始始始始始始

平
成

年
度
合
併
処
理
浄
化

28

槽
設
置
整
備
事
業
の
希
望
申
込

み
を
受
付
し
ま
す
。
申
込
受
付

後
に
施
工
業
者
を
決
定
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
申
込
み
の
際
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申

４
月
１
日
画
～
７
月

日
画

29

※
要
印
鑑

問

都
市
整
備
課
都
市
施
設
Ｇ

春春春春春春春春春春春春
のののののののののののの
火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動

春
の
火
災
予
防
運
動

『
無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
』

４
月

日
か
ら

日
ま
で
の

20

30

期
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全

道
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
、
防
火
Ｐ
Ｒ
と
し
て
鉢
花

の
配
布
を
４
月

日
牙

時

28

15

30

分
よ
り
Ａ
コ
ー
プ
南
幌
店
駐
車

場
で
行
い
ま
す
。

問

消
防
南
幌
支
署

有有有有有有有有有有有有
害害害害害害害害害害害害
鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
のののののののののののの
捕捕捕捕捕捕捕捕捕捕捕捕
獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲
をををををををををををを
実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施
しししししししししししし

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し
ててててててててててててて

いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
い
ま
すすすすすすすすすすすすす

毎
年
、
キ
ツ
ネ
や
ア
ラ
イ
グ
マ

の
獣
類
や
カ
ラ
ス
や
ハ
ト
の
鳥

類
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
悩
ま

「住宅相談窓口」の利用について

お問い合わせ 都市整備課都市施設Ｇ

町では、住まいに関しての相談窓口を開設しています。

・住宅の新築やリフォーム ・地震に対する診断等

・賃貸住宅等 ・その他住宅に関して
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健康インフォメーション

平成28年４月からの診療体制の変更について平成28年４月からの診療体制の変更について

４月から当院の体制が大きく変わります。江別市立病院総合内科からの派遣医師４月から当院の体制が大きく変わります。江別市立病院総合内科からの派遣医師がが

１名から２名へ増員となり、総合内科医２名体制で診療を行います。皆さんにより身１名から２名へ増員となり、総合内科医２名体制で診療を行います。皆さんにより身近近

な「なんでも相談できるかかりつけ医」を目指します。引き続き、当院をどうぞよろな「なんでも相談できるかかりつけ医」を目指します。引き続き、当院をどうぞよろしし

くお願いいたしますくお願いいたします。。

土金木水火月受付時間

当院医師
札医出張医師

山内/田中山内/田中田中/濱田山内/田中山内/田中８時30分～11時30分

当院医師
札医出張医師

田中山内田中13時30分～16時30分

【診療時間・診療表】

※２人の医師が並行して外来診療を行っている場合、原則として医師の指定はお受けできません。

※午前・午後とも外来の受付終了時間が15～30分早まっていますのでご注意ください。

※これまで、内科では火・木曜日の午後の外来受付開始時間は15時からでしたが、４月からは月・金曜日と

同様13時30分からとなります。

※眼科診療はこれまでと変更なく、毎週火曜日に診療を行います。

３月まで：外科医１人、総合内科医１人→４月から：総合内科医２人

【医師体制の変更点】

猿健康診断やインフルエンザ・肺炎球菌ワクチン接種の待ち時間が短くなります。

猿人間ドック・がん検診・胃/大腸カメラを行う日が増えます。

猿老人会などの地域の集まりへの出前講座に、医師がさらに積極的にお伺いできます。

猿訪問診療を拡充します。

猿総合内科医２名で強力なタッグを組み連携することで、より質の高い診療を目指します。

【総合内科医が２名に増えることでこんなことが良くなります】

外科医の退職に伴い、外科系の診療は総合内科医が担当します。当院で対応可能な病気は当院で対応し、

専門医療機関（整形外科・皮膚科・耳鼻科など）での対応が必要な病気は適切な病院へご紹介します。これ

まで通り、下記のようなことでお困りのときは当院へまずご相談ください。

猿肩・腰・膝などが痛い 猿手足がしびれる

猿虫に刺された 猿軽いケガをした

猿鼻血が出た 猿皮膚に湿疹が出た

※金曜日午後・土曜日午前の札幌医大からの出張医師診察は内科系疾患のみとなります。ご了承ください。

【外科系の診療について】

猿内科の病気（糖尿病、高血圧症、脂質異常症、高尿酸血症などの生活習慣病、慢性腎臓病、気管支喘息、

肺気腫、心不全、脳梗塞後、胃十二指腸潰瘍、胃炎、など）

猿体や心の問題で困っているがどこの科を受診したらいいかわからないとき

猿物忘れ、記憶力の低下（認知症など）

猿尿の出が悪い、尿が漏れる（前立腺肥大、過活動膀胱など）

猿眠れない（不眠症）

猿気持ちが落ち込む（うつ病）

猿インフルエンザワクチン・肺炎球菌ワクチンを受けたい

猿健診で精密検査を勧められた

猿禁煙したい（禁煙外来）

※病状により、適切な専門医療機関へ紹介したり、専門医療機関と連携を取りながら診療いたします。

【これまでと同様、引き続き当院で診療できるもの】

院長 山内院長 山内 純純

ၛධིພ̵̥͈̤֭ͣͣ町立南幌病院からのお知らせ
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健康インフォメーション
Ｈｅａｌｔｈ Ｎｅｗｓ

あ い く る 緯３７８～５８８８
町 立 病 院 緯３７８～２１１１
社会福祉協議会 緯３７８～２０８８

「あなたの腎臓は元気に働いていますか？」

Ｈｅａｌｔｈ Ｎｅｗｓ

あ い く る 緯３７８～５８８８
町 立 病 院 緯３７８～２１１１
社会福祉協議会 緯３７８～２０８８

Ｈｅａｌｔｈ Ｎｅｗｓ

ひだまりサロン

４月14日（木）

10時～12時 ミニ脳トレ・カラオケ

13時～15時 健康体操・カラオケ
参加費午前・午後各１００円

場 所 あいくる教養娯楽室

問合せ 社会福祉協議会

備考場所日程項目

個別通知ありあいくる12日(火)離乳食講習会

個別通知ありあいくる26日(火)
乳幼児健診
歯科検診・フッ素塗付

定期予防接種、
おたふく：無料
その他予防接種：有料

町立病院
11日(月)※８日(金)までに予約
25日(月)※22日(金)までに予約
【接種時間】13：30～16：30

各種予防接種

料金：1,000円町立病院
月曜日～土曜日の町立病院の診療
時間内で受けられます。

エキノコックス健診

あいくる
５日(火)・８日(金)・15日(金)
19日(火)・22日(金)
10：30～11：30快足シャキッと倶楽部

夕張太ふれあい館
７日(木)・14日(木)・21日(木)
10：30～11：30

要予約あいくる18日(月) 10：00～12：00
こころの健康相談

要予約(緯０１２６～２０～０１２２)岩見沢保健所21日(木) 13：00～15：00

４月健康カレンダー

忘れず接種！高齢者肺炎球菌予防注射

■対象者■

平成29年３月31日現在で、65歳・70歳・75歳・

80歳・85歳・90歳・95歳・100歳の方

※平成29年４月からは、町からの助成を受けて
接種することができなくなりますので、忘れず
に接種しましょう。

腎臓の最大の働きは、血液をろ過

し、体に不必要な老廃物や塩分を尿

として体の外に排泄することです。

その他にも、体液の量や電解質バラ

ンスを調整したり血圧の調整をした

りする大事な臓器です。

しかし、近年は塩分やたんぱく質、

アルコールの過剰摂取や運動不足、

喫煙などの生活習慣から腎臓機能が

低下する方が増えてきています。こ

のような腎臓機能低下や腎臓障害の

いずれかが、一定以上続く状態を慢

性腎臓病（ＣＫＤ）といい、成人の

約８人に１人の割合でいると言われ

ています。

慢性腎臓病の怖いところは、初期にはほとんど自

覚症状がなく、腎臓が悪くなった状態を放置してお

くと、末期腎不全におちいり、人工透析が必要にな

ってしまうところです。

そのためにも、早期に発見し、進行を抑えること

が重要となります。特定健診の中に、血液検査（ク

レアチニン）や尿検査（尿たんぱく）の項目があり、

年に１回受診することで早期発見が可能ですので、

確認してみましょう。

＜基準値＞

毅クレアチニン 男性1.0㎎/dｌ以下

女性0.7㎎/dｌ以下

毅尿たんぱく （－）（±）

毅糸球体濾過量（ＧＦＲ） 60％以上

※糸球体濾過量は、クレアチニン値があれば計算

できるホームページがあります。

（http：//j-ckdi.jp/ckd/check.html)

町では、健診のデータから慢性腎臓病予防や悪化

しない生活を提案しています。

南幌町の国民健康保険以外の特定健診のデータで

も相談を受けますので、あいくる保健師・栄養士ま

でお気軽に声をかけてください。
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member  48

nanporo club
南幌喰楽部
なんぽろくらぶ

since  2012

南幌喰楽部では、毎月、南幌産
の食材を使った料理レシピを
町民の方から紹介していただ
きます。

簡
単
♪
ポ
テ
サ
ラ
リ
ゾ
ッ
ト

①あらかじめじゃがいも、に

んじん、きゅうりなどでポ

テトサラダを作っておく。

②玉ねぎはみじん切り、ハム

とチーズも細かく切る。

③バターで玉ねぎとハムを

炒め、火が通ったらチーズ

とポテトサラダを入れ軽

く炒める。

④ご飯を入れ軽くなじませ

たら、コンソメ、牛乳を焦

がさないように混ぜ、水を

加え煮詰める。

⑤塩こしょうで味を整え、ご

はんが柔らかくねっとり

してきたら火を止める。

⑥お皿に盛りつけ、チーズと

ドライパセリを振りかけ

たら完成。

【
１
個
分
４
６
２
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
 塩
分
　
g
】

1.5

【
ア
レ
ル
ギ
ー
　
卵
、
乳
】

簡単♪ポテサラリゾットの作り方

４人分の材料

今月の紹介者

栄養ナビ　　    伊藤聡美栄養士

牛乳・乳製品はカルシウムの補給源です。

カルシウムは骨や歯を作るだけではな

く、筋肉や細胞にも大切な働きをします。

１日の目安量(１種類を選ぶ場合)は牛

乳なら200ml、ヨーグルトなら２カップ、

チーズなら２かけ程度となっています。

牛乳以外には砂糖や塩なども含んでい

るので注意しましょう。

nanporo clubからポイント！
炊いたご飯を使う場合は、少し冷ましてから使

いましょう。

垂水 理恵 さん 【10区】
りえ

 智駿 くん 　（１歳）親子
ちはや

　　　　　　　　ポテトサラダを使ったリゾットを
作ってみました。ポテトサラダの風
味が出て、野菜を細かく刻むことで
苦手な子どもでも食べやすくなりま
す。作り方自体は簡単ですし、冷蔵
庫に余っている食材を使っても美味
しく作れます。きのこ入りもおすす
めですよ。

[具　材]
ご飯　　　           600g
玉ねぎ　　　　１/４個
ロースハム　　　  ３枚
バター　　　  大さじ１
チーズ　　　　　   60g
ポテトサラダ　　  150g

　
　牛乳　　　　　 200cc
　水　  　　　100～200cc
　コンソメ  　　　  4.5g
　塩こしょう　　　少々
　粉チーズ　　　　少々
　パセリ（乾）　　　少々

衣０６９－０２９２　空知郡南幌町栄町３丁目２番１号　緯０１１－３７８－２１２１

南幌町ホームページ　　　http://www.town.nanporo.hokkaido.jp
南幌町Ｅメールアドレス　nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp
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